
● 三春町の今年の予算／第５次三春町行財政改革大綱・実施計画／今年の 10 月からマイナンバーが通知され
　ます／三春町役場行政組織機構図／環境創造センターを整備します

今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：町内の小中学校で入学式が行われました（三春小学校）　関連記事 25 ページ）



平
成
27
年
度
三
春
町
の
当
初
予
算

平
成
27
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

◆ 

基
本
目
標

　

日
本
経
済
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
に
よ
る
振
れ
を
伴
い
つ
つ
も
、
基
調
的
に
は
緩

や
か
な
回
復
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
急
激
な
円
安
等
に
よ
る
原
材
料
高
騰
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
面
の
ほ
か
、
平
成
29
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
更
な
る
引
上
げ
等
、

景
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
材
料
も
あ
り
、
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、
震
災
前
と
比
較
し
、
復
興
需
要
な
ど
に
よ
り
法
人
お
よ

び
個
人
町
民
税
は
増
収
し
て
い
る
も
の
の
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
等
に
よ
り
固
定
資
産
税
は

減
収
し
て
お
り
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
の
収
入
見
通
し
が
、
確
た
る
好
転
を
望
め
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
歳
出
面
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
加
や
、
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
等
の
補
修
・
修
繕
な
ど
の
対
応
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
公
債
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
一
定
の
経
費
節
減
は
見
込
め
る
も
の
の
、
復
興

基
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
財
源
確
保
が
困
難
な
状
況
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
積
極
的
な
歳
入
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
業
の
必
要
性
・
優
先
度
を
十
分
に
検
証

し
、
真
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
経
費
へ
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
除
染
対
策
や
風
評
被
害
の
払
拭
な
ど
、
引
き
続
き
原
子
力
発
電
所
事
故
に

係
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
町
民
生
活
に

密
着
し
た
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、
町
民
が
安
心
し
て
、
自
立
的
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

「
夢
」
や
「
将
来
へ
の
希
望
」
が
持
て
る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
内
部
努
力
に
よ
り
、「
強
い
財
政
基
盤
」
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
、
こ
れ
ま
で
に
執
行
し
た
事
業
の
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
町
民
の
声
を
施
策
に
適
切
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
組
織
横
断
的
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
必
要
な
事
業
に
優
先
か
つ
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

三
春
町
の
今
年
の
予
算

　
　
　

年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

１
５
７
億
４
、１
５
４
万
円
と
な
り
、
平
成

26
年
度
と
比
較
す
る
と
22
億
４
、０
７
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

12
・
5
㌫
減

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、

67
億
５
、０
９
１
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

26
年
度
と
比
較
す
る
と
５
億
９
、５
４
９
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

８
・
１
㌫
減

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

73億4,640万円
20億2,933万円

1億7,343万円
15億5,120万円

7,025万円
52億8,011万円

8,742万円
6億5,224万円
7億1,506万円

7,684万円
179億8,228万円

   △  8.1％
13.2％

△  1.1％
   3.3％

 △  3.4％
△  38.4％
△  14.4％

   4.5％
   0.4％
62.8％

△  12.5％

一　般　会　計
会　計　名 平成27年度 平成26年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

67億5,091万円
22億9,678万円

1億7,152万円
16億 270万円

6,787万円
32億5,213万円

7,484万円
6億8,165万円
7億1,807万円
1億2,507万円

157億4,154万円
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73億4,640万円
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三春町の今年の予算

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。
◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
、
74
億
９
、７
８
４
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
建
設
事

業
債
の
残
高
は
54
億
３
、２
４
１
万
円
、
財
源
対
策
債
の
残
高
は
20
億
６
、５
４
３
万
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）

と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
会
計
（
水
道
・
下
水
道
）
に
も
39
億
９
、７
４
８
万
円
の
借
入
残
高
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼

ば
れ
、
町
の
場
合
は
町
債
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
に
使
う

お
金
は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や

地
方
交
付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と

し
た
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
だ
け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施

設
の
建
設
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な

施
設
の
建
設
費
を
そ
の
年
度
に
住
ん
で
い
る

住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る
よ
り
も
、
そ
の

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
将
来
の
住

民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少
し
ず
つ

負
担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ

る
「
起
債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
に
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

返
済
金
の
一
部
が
後
の
地
方
交
付
税
で
返
っ

て
く
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
慎
重
な
借
り

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

一般会計にみる
町民ひとり当たりの金額

★ 使われるお金
394,836 円

★ 負担する町税
 　　92,166 円

※ 人口 17,098 人で算出
（平成 27 年 4 月 1 日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や高熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費 自主財源

依存財源

歳入歳出

町
債
と
は

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

　

借
入
金
残
高
は
、
平
成
14
年
度
末

の
１
３
５
億
７
、
５
５
７
万
円
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
、
平
成
25
年
度
末
に
は
、

54
億
３
、７
５
１
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計
歳入総額

67億5,091万円
（100.0％）

自主財源
23億8,657万円
（35.4％）

町税
15億7,585万円
（23.3％） 分担金及び負担金

4,220万円
（0.6％）

使用料及び手数料
1億1,427万円
（1.7％）

寄附金
101万円（0.0％）

財産収入
2,120万円（0.3％）繰入金

4億1,878万円
（6.2％）

繰越金
6,000万円
（0.9％）

諸収入
1億5,327万円
（2.3％）

地方交付税
25億5,876万円
（37.9％）

依存財源
43億6,434万円
（64.7％）

国庫支出金
5億4,660万円
（8.1％）

県支出金
5億7,958万円
（8.6％）

地方譲与税
1億160万円
（1.5％）

町債
2億9,200万円
（4.3％）

株式等譲渡所得割交付金
30万円（0.0％）
自動車取得税交付金
1,200万円（0.2％）
地方特例交付金
540万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金
220万円（0.0％）
配当割交付金

190万円（0.0％）
利子割交付金

400万円（0.1％）

地方消費税交付金
2億6,000万円
（3.9％）

一般会計
歳出総額

67億5,091万円
（100.0％）

義務的経費
28億3,392万円
（42.0％）

人件費
12億8,500万円
（19.0％）

公債費
7億6,731万円
（11.4％）

扶助費
7億8,161万円
（11.6％）

単独事業費
3億4,980万円
（5.2％）

投資的経費
5億1,424万円
（7.6％）

補助費等
10億1,656万円
（15.1％）

繰出金
7億5,172万円
（11.1％）

投資・出資・貸付金
1億285万円
（1.5％）

維持補修費
1億1,823万円
（1.8％）

補助事業費
1億6,443万円
（2.4％）

物件費
13億4,948万円
（20.0％）

災害復旧費
1万円
（0.0％）

積立金
4,391万円
（0.7％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
34億275万円
（50.4％）
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※ 数値は、四捨五入しているので、端数において、合計とは合致しないものがあります。
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三春町の今年の予算

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

住
み
よ
い
美
し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
環
境
分
野
）

重
点
施
策
２

…
今
年
度
新
た
に
行
わ
れ
る
事
業
お
よ
び
平
成

26
年
度
当
初
予
算
に
な
か
っ
た
事
業
で
す
。

…
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
継
続
事
業
で
す
。

　

  

除
染
事
業

○ 

予　
算　
24
億
６
、９
８
９
万
円

○ 

主
管
課　
除
染
対
策
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

住
宅
地
除
染
事
業 

20
億
６
﹆７
６
３
万
円

▽ 

町
道
除
染
事
業 

３
億
１
﹆８
０
０
万
円

▽ 

公
共
施
設
除
染
事
業 

１
﹆４
５
０
万
円

▽ 

除
染
の
た
め
の
事
前
調
査 

３
﹆１
０
４
万
円

▽ 

除
染
廃
棄
物
運
搬
業
務 

３
﹆８
７
２
万
円

施
策
１

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
（
安
全
・
安
心
分
野
）

　

  

仮
置
場
の
設
置
・
管
理

○ 

予　
算　
６
億
６
、９
９
４
万
円

○ 

主
管
課　
除
染
対
策
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

仮
置
場
設
置
事
業 

４
億
５
﹆８
１
４
万
円

▽ 

仮
置
場
管
理
費 

２
億
１
﹆１
８
０
万
円

継 新継 重
点

継

　

  

放
射
性
物
質
の
測
定
・
検
査

○ 

予　
算　
３
、２
４
８
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

放
射
線
量
等
測
定
事
業 

３
２
１
万
円

▽ 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業 

１
﹆１
３
２
万
円

▽ 

学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業 

３
２
７
万
円

▽ 

教
育
施
設
の
井
戸
水
﹆
プ
ー
ル
な
ど

　
水
質
検
査
事
業 

86
万
円

▽ 

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
対
策
事
業 

３
３
８
万
円

▽ 

農
作
物
吸
収
抑
制
対
策
事
業 

４
０
８
万
円

▽ 

指
定
廃
棄
物
保
管
管
理
業
務 

６
３
６
万
円

継
　

  
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
た
健
康
管
理

○ 

予　
算　
１
、０
７
７
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

町
民
の
健
康
管
理
事
業 

７
０
８
万
円

▽ 

小
中
学
生
内
部
被
ば
く
量
検
査
事
業 

３
６
９
万
円

継
　

  

風
評
被
害
の
払
拭
へ
の
取
組
み

○ 

予　
算　
２
８
２
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業 

82
万
円

▽ 

福
島
県
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業 

２
０
０
万
円

継
　

  

長
期
避
難
者
の
生
活
拠
点
形
成
の
支
援

○ 

予　
算　
５
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

▽ 

谷
戸
四
合
田
線
道
路
改
良
工
事 

５
﹆０
０
０
万
円

継

北部三地区仮置場

　

 

非
常
備
消
防
費

○ 

予　
算　
４
、５
５
３
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

消
防
団
員
に
対
し
報
酬
、
出
動
手
当
、
各
種

報
償
費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

継　

 

防
災
基
盤
整
備
事
業

○ 

予　
算　
２
、３
１
３
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

防
火
水
槽
（
無
蓋
）
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
消
防
積
載
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
整

備
し
、
ま
た
岩
江
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
周
辺
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

継　

 

自
主
防
災
会
に
よ
る
除
雪
支
援

○ 

予　
算　
６
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

農
業
用
機
械
等
に
よ
り
道
路
等
の
除
雪
を

行
っ
た
場
合
、
燃
料
費
等
を
補
助
し
ま
す
。

新

 　
幹
線
道
路
整
備
事
業

○ 

予　
算　
６
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

四
反
田
富
沢
線
舗
装
補
修
工
事 

３
﹆０
０
０
万
円

▽ 

下
舞
木
山
田
線
舗
装
補
修
工
事 

３
﹆０
０
０
万
円

継

 　
道
路
改
良
事
業

○ 

予　
算　
７
、８
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
工
事 

２
﹆０
０
０
万
円

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
外
道
路
改
良
工
事 

１
﹆７
０
０
万
円

▽ 

永
作
地
内
道
路
改
良
工
事 

１
﹆８
０
０
万
円

▽ 

庄
司
仲
之
内
線
道
路
改
良
工
事 

２
﹆３
０
０
万
円

継■ 

町
道
等
維
持
工
事
費

○ 

予　
算　
５
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

ま
ち
づ
く
り
協
会
な
ど
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

三
春
北
大
橋
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

○ 

予　
算　
３
、０
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

老
朽
化
が
著
し
い
三
春
北
大
橋
の
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

継

消防団によるポンプ操法のようす

4



　

 

小
中
学
校
管
理
事
業
（
主
な
修
繕
工
事
）

○ 

予　
算　
６
、６
３
９
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
、
施
設

の
維
持
管
理
・
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
等
の

た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

中
妻
小
学
校
体
育
館
改
修
工
事 

２
﹆０
０
１
万
円

▽ 

中
郷
小
学
校
プ
ー
ル
ろ
過
器
改
修
工
事 

１
﹆８
２
５
万
円

▽ 

御
木
沢
小
学
校
屋
外
ト
イ
レ
設
置
工
事 

５
０
０
万
円

▽ 

岩
江
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事 

４
０
６
万
円

　

 

保
育
所・幼
稚
園
事
業（
主
な
修
繕
工
事
）

○ 

予　
算　
６
６
３
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
を
整
え
、
保
育
・

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

第
２
保
育
所
遊
戯
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事　

１
０
８
万
円

　

 

岩
江
幼
稚
園
園
児
用
プ
ー
ル
購
入　
１
７
４
万
円

▽ 

中
郷
幼
稚
園
床
張
替
工
事　
２
２
０
万
円

▽ 

岩
江
幼
稚
園
テ
ラ
ス
改
修
工
事　

１
６
１
万
円

新

三春町の今年の予算

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
（
子
育
て・教
育・文
化
分
野
）

重
点
施
策
３

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132

　
 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　

○ 
予　
算　
３
０
１
万
円

○ 
主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
の
特
定
不
妊

治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
１
回
当
た
り

10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

新

　

 

第
１
保
育
所
の
指
定
管
理
導
入

○ 

予　
算　
８
、１
８
８
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
（
公
財
）
星
総
合
病
院
を
指
定
管
理
者
と
し

て
、
公
設
民
営
に
よ
る
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

新　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
事
業

○ 

予　
算　
１
億
１
、７
０
４
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
所
に
給
付
費
等
を
給

付
し
ま
す
。

新　

 

被
災
し
た
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
対
策
等
総

　
合
支
援
事
業

○ 

予　
算　
３
５
７
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
子
ど
も
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
消
を
図
る
た
め
、
保
育
所

等
に
お
い
て
児
童
劇
巡
回
公
演
や
バ
ス
ハ
イ

ク
、
体
操
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新

■ 

町
道
橋
梁
点
検
事
業

○ 
予　
算　
１
、４
５
０
万
円

○ 
主
管
課　
建
設
課

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で
橋
梁
の
総

点
検
を
行
い
、
効
率
的
な
維
持
管
理
に
つ
な
げ

ま
す
。

継

■ 

町
営
バ
ス
運
行

○ 

予　
算　
６
、６
８
６
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　
通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
、
町
民
の
足
と
し

て
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

継

　

 

防
災
拠
点
施
設
太
陽
光
発
電
設
備
等
導
入
事
業

○ 

予　
算　
９
、１
８
６
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
と
災
害
時
の
防

災
拠
点
を
整
備
す
る
た
め
、
中
郷
小
学
校
お

よ
び
岩
江
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
等
を

導
入
し
ま
す
。

新新新新新
　

 

水
道
施
設
の
改
良
等

○ 

予　
算　
１
億
１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
企
業
局

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

白
山
配
水
池
建
替
基
本
設
計
委
託　

１
﹆０
０
０
万
円

　

 

会
下
谷
地
内
石
綿
管
布
設
替
工
事　

９
５
０
万
円

　

 

浄
水
場
ポ
ン
プ
等
更
新
工
事 

３
﹆１
５
０
万
円

　

 

西
方
地
内
配
水
管
布
設
工
事　

５
﹆０
０
０
万
円

継

　

 
英
語
・
漢
字
検
定
費
補
助

○ 
予　
算　
１
７
９
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

中
学
生
が
英
語
・
漢
字
検
定
を
受
検
す
る

場
合
、そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
分
を
補
助
し
ま
す
。

新

新 継継

　

  

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

○ 

予　
算　
７
、５
２
３
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

継
　

 

妊
婦
健
康
診
査
事
業

○ 

予　
算　
１
、２
９
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
15
回
ま
で
の
健

診
費
用
を
公
費
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
新
た
に
産
後
１
か
月
健
診
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

地
区
交
流
館
改
修
事
業
（
主
な
修
繕
工
事
）

○ 

予　
算　
１
、９
３
６
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
に
対
応
し

ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

御
木
沢
地
区
公
民
館
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事　

５
６
９
万
円

　

 

要
田
交
流
館
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事　
４
９
９
万
円

▽ 

御
木
沢
地
区
公
民
館
外
壁
改
修
工
事　

８
６
８
万
円

新新 継

5

　

 

町
営
住
宅
の
改
修

○ 

予　
算　
２
、３
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

駅
南
ヶ
丘
団
地
屋
上
防
水
改
修
工
事 

１
﹆７
１
１
万
円

▽ 

か
つ
ぎ
ば
し
団
地
南
棟
換
気
扇
改
修
工
事 

３
７
８
万
円

　

 

新
町
団
地
解
体
工
事 

１
０
４
万
円

　

 

清
水
団
地
解
体
工
事 

１
６
１
万
円

　

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断 

81
万
円

継新新新



誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

重
点
施
策
４

産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
分
野
）

重
点
施
策
５

三春町の今年の予算三春町の今年の予算

継　 

予
防
接
種
事
業

○ 

予　
算　
２
、７
０
４
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
２
１
万
円

▽ 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成　
４
３
８
万
円

▽ 

高
齢
者
の
法
定
接
種
事
業　
１
﹆２
０
０
万
円

▽ 

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
抗
体
価
検
査
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

80
万
円

▽ 

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成　
４
６
５
万
円

■ 

成
人
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
事
業

○ 

予　
算　
３
、５
６
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
病
気

を
予
防
し
ま
す
。

継■ 

に
こ
に
こ
元
気
塾
（
通
所
型
介
護
予
防
）
事
業

○ 

予　
算　
１
、９
８
６
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

各
地
区
集
会
施
設
で
、
通
所
型
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継

 　
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

○ 

予　
算　
９
３
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

障
が
い
者
の
相
談
支
援
業
務
を
基
幹
相
談
支

援
事
業
所
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
ま
す
。

継 ■ 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
入
所
措
置
事
業

○ 

予　
算　
５
、７
７
７
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
経
費
を
負
担

し
ま
す
。

継

■ 

駅
前
健
康
サ
ロ
ン
運
営
事
業

○ 

予　
算　
１
６
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

町
民
の
健
康
増
進
の
拠
点
と
し
て
、「
小

梅
の
会
」
の
協
力
を
得
て
運
営
し
ま
す
。

継

　

 

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
の
推
進

○ 

予　
算　
７
、２
２
５
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
25

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

○ 

予　
算　
２
、５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
15

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

新 　

 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

○ 

予　
算　
50
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
と
消
費
の
新
た
な

可
能
性
を
求
め
、
日
本
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

協
会 

第
20
回
全
国
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
２
０
１
５
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
in
福
島
・
三
春

町
」
を
開
催
す
る
実
行
委
員
会
に
補
助
し
ま

す
。

新

　

 
福
島
県
森
林
再
生
事
業

○ 

予　
算　
１
、７
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

森
林
の
公
益
的
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
放

射
性
物
質
を
削
減
し
、
森
林
再
生
を
図
る
た

め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

継

　

 

工
場
立
地
促
進
奨
励
金

○ 

予　
算　
７
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

田
村
西
部
工
業
団
地
に
立
地
し
た
４
企
業

に
対
し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

継　

 

お
城
山
賑
わ
い
事
業
補
助
金

○ 

予　
算　
１
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

お
城
山
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

実
施
す
る
実
行
委
員
会
に
補
助
し
ま
す
。

新

　

 

合
併
60
周
年
記
念
事
業

○ 

予　
算　
57
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

新
三
春
町
誕
生
60
周
年
を
記
念
し
て
、「
三

春
町
合
併
60
周
年
記
念
誌
」を
作
成
し
ま
す
。

新 　
 

合
併
60
周
年
記
念
式
典

○ 
予　
算　
47
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課

　

新
三
春
町
誕
生
60
周
年
を
記
念
し
て
、
平

成
27
年
11
月
に
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

新　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー
公
演
開
催

○ 

予　
算　
44
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

優
れ
た
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
と
す
こ
や

か
な
想
像
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、（
公

財
）
日
本
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
音

楽
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

新　

 

田
村
大
元
神
社
境
内
末
社
修
理
補
助
金

○ 

予　
算　
１
２
９
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

町
指
定
文
化
財
で
あ
る
八
幡
神
社
お
よ
び

熊
野
神
社
の
屋
根
修
繕
に
係
る
経
費
を
補
助

し
ま
す
。

新

6



■ 

三
春
ウ
オ
ー
ク
開
催
支
援

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

年
間
を
通
し
て
訪
ね
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
三
春
ウ
オ
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
。

継

　

 

滝
桜
観
光
対
策
業
務
委
託

○ 

予　
算　
４
、７
４
４
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

滝
桜
開
花
時
の
駐
車
場
管
理
運
営
、
観
桜

料
徴
収
や
渋
滞
緩
和
対
策
、
観
光
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
業
務
を
、（
株
）

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
に
委
託
し
ま
す
。

継

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132

三春町の今年の予算

　
 

城
山
公
園
木
段
等
修
繕
工
事

○ 
予　
算　
２
６
３
万
円

○ 
主
管
課　
建
設
課

　

老
朽
化
し
て
い
る
東
舘
散
策
路
の
木
段
等

を
修
繕
し
ま
す
。

新

　

 

観
光
振
興
事
業
業
務
委
託

○ 

予　
算　
１
、５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

平
成
26
年
12
月
に
観
光
協
会
と
合
流
し
た
㈱

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
へ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
ふ
く

し
ま
Ｄ
Ｃ
、
三
春
盆
踊
り
大
会
、
も
み
じ
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
事
業
を
委
託
し
ま
す
。

継

　

 

着
地
型
観
光
商
品
開
発
業
務
委
託

○ 

予　
算　
１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

着
地
型
観
光
の
モ
デ
ル
商
品
開
発
を
㈱
三
春

ま
ち
づ
く
り
公
社
に
委
託
し
ま
す
。

新

　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
等
立
地
補
助
金

○ 

予　
算　
２
２
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

県
の
「
ふ
く
し
ま
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
立
地
促
進
事

業
」
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
運
営
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

新

　

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
奨
励
金

○ 

予　
算　
１
、３
３
９
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
者
に
対
し
、
建
設
費

用
を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
27
年
度
か
ら
補
助

額
を
１
部
屋
当
た
り
10
万
円
か
ら
20
万
円
に
増

額
し
、
ま
た
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
奨
励
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
補
償
融
資

　
制
度
貸
付
金

○ 

予　
算　
１
、５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

現
行
の
融
資
限
度
額
５
０
０
万
円
、
融
資
期

間
５
年
以
内
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
、５
０
０
万
円
、

10
年
以
内
に
引
き
上
げ
ま
す
。

継

　

 

秋
ま
つ
り
の
開
催

○ 

予　
算　
３
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　
「
秋
ま
つ
り
」
を
葛
尾
村
、
富
岡
町
と
共

催
で
開
催
し
、
実
行
委
員
会
に
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。

継

　

 
地
域
交
流
事
業

○ 

予　
算　
77
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

東
京
都
目
黒
区
と
合
宿
受
入
れ
・
区
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
・
産
直
野
菜
の
出
店
等
に
よ

り
、
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

継

　

 

中
町
蔵
の
指
定
管
理

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
を
指
定
管

理
者
と
し
て
伝
統
的
建
築
物
で
あ
る
中
町
蔵

を
活
用
し
、
観
光
案
内
や
情
報
発
信
、
土
産

品
の
販
売
等
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

継

中町蔵のようす

春の文化祭のイベントのようす

昨年の秋まつりのようす

7

協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り（
協
働・行
財
政
経
営
分
野
）

重
点
施
策
６

新 　
新
地
方
公
会
計
の
整
備

○ 

予　
算　
経
常
経
費
で
対
応

○ 

主
管
課　
財
務
課

　

固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
、
複
式
簿
記
を

導
入
し
た
新
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

 　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

○ 

予　
算　
経
常
経
費
で
対
応

○ 

主
管
課　
財
務
課

　

ハ
コ
モ
ノ
に
限
ら
ず
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
全

て
の
公
共
施
設
等
を
対
象
と
し
た
管
理
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

新



★ 

重
点
施
策
以
外
に
は

　

重
点
施
策
の
ほ
か
に
こ
ん
な
こ
と
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

▼ 

三
春
町
長
選
挙

○ 

予　
算　
１
７
３
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

平
成
27
年
９
月
20
日
任
期
満
了
に
伴
う
三

春
町
長
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。（
三
春
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
と
同
日
選
挙
）

▼ 

三
春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

○ 

予　
算　
１
、１
３
２
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課

　

平
成
27
年
９
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
三

春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。

（
三
春
町
長
選
挙
と
同
日
選
挙
）

▼ 

国
勢
調
査

○ 

予　
算　
７
９
７
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

　

各
種
行
政
施
策
そ
の
他
の
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

三春町の今年の予算

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132

▼ 

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

○ 

予　
算　
８
４
１
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

平
成
27
年
11
月
19
日
任
期
満
了
に
伴
う
福
島

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。

新 　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

○ 
予　
算　
２
、７
９
６
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
の
社
会
保
障
・
番
号

制
度
の
利
用
開
始
に
向
け
、
関
連
シ
ス
テ
ム

の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

新 　
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
等
事
業

○ 

予　
算　
１
、０
２
４
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
の
社
会
保
障
・
番
号

制
度
の
利
用
開
始
に
あ
わ
せ
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
等
の
発
行
等
を
行
い
ま
す
。

新 　
各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

○ 

予　
算　
６
、２
６
１
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
あ
わ
せ
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
各
種
証
明

書
（
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
）

の
交
付
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
町
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納

○ 

予　
算　
２
２
４
万
円

○ 

主
管
課　
税
務
課

　

町
税
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お

よ
び
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

継

8

[

平
成
26
年
度
繰
越
事
業　
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
事
業]

　

 

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
事
業

○ 

予　
算　
５
０
６
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

地
域
活
性
化
の
た
め
「
三
春
町
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
す
。

新　
 

少
子
化
子
育
て
支
援
事
業
（
再
掲
）

○ 

予　
算　
４
０
０
万
円

○ 
主
管
課　
保
健
福
祉
課
ほ
か

　

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
妊
婦
歯
科

健
診
助
成
事
業
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出

事
業
な
ど
妊
娠
・
出
産
支
援
お
よ
び
子
育
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

新

　

 

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

○ 

予　
算　
２
、９
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま

す
。

新　

 

地
域
資
源
活
用
観
光
振
興
事
業
（
再
掲
）

○ 

予　
算　
１
、２
９
２
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

着
地
型
観
光
商
品
開
発
事
業
、
観
光
地
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
導
入
事
業
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

全
国
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業
、
復
興

応
援
元
気
発
信
事
業
、お
城
山
賑
わ
い
事
業
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
地
域
資
源
を
活
用

し
、
観
光
振
興
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

新　

 

定
住
促
進
事
業

○ 

予　
算　
１
、０
８
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

空
き
家
の
改
修
お
よ
び
住
宅
な
ど
の
新
築

に
伴
う
空
き
家
の
除
却
に
よ
り
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

新

　

 

低
所
得
者
生
活
支
援
事
業

○ 

予　
算　
８
７
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

低
所
得
者
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
対
象
世
帯
に
燃
料
券
を
発
行

し
ま
す
。

新　

 

多
子
世
帯
生
活
支
援
事
業

○ 

予　
算　
２
７
６
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

多
子
世
帯
の
子
育
て
費
用
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
対
象
世
帯
に
生
活
支
援
券
を
発
行
し

ま
す
。

新

※ 

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



　

目
的
、
期
限
（
い
つ
ま
で
）
と
水
準
（
ど

の
程
度
ま
で
）
を
明
確
に
し
た
目
標
お
よ
び

具
体
的
な
取
組
項
目
の
内
容
を
明
示
し
た
実

施
計
画
を
策
定
し
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
革
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て
随
時
追
加
・
修
正
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

　

実
施
計
画
は
、
継
続
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
改

善
し
て
い
く
た
め
に
、計
画
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）—

 

実
施
（
Ｄ
Ｏ
）—

 

評
価
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）—

 

改
善
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
進
行
を
管
理
し
ま

す
。

　

ま
た
、
取
組
事
項
を
所
管
す
る
課
に
お
い

て
毎
年
自
己
評
価
を
行
い
、
次
に
内
部
評
価

（
行
財
政
改
革
職
員
委
員
会
）
お
よ
び
外
部

評
価
（
三
春
町
振
興
対
策
審
議
会
／
町
民
・

学
識
経
験
者
の
６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
）
を
行
い
ま
す
。

１　
的
確
な
行
政
運
営
と
協
働
の
推
進

 （
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営
の
推
進
）

　

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
の
経
営
感
覚
や

発
想
、
視
点
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
町
民

の
目
線
か
ら
絶
え
ず
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
活
動
は
、
様
々
な
面
で
地

球
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
配
慮
し
な

が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

基
本
項
目

■ 

主
な
推
進
項
目

　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
環
境
政
策
へ
の
取
組
、
情

報
化
の
推
進

　

事
務
事
業
の
重
点
化
や
よ
り
一
層
の
効
率

化
、
見
直
し
に
よ
る
経
費
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
や
町
税
等
の

収
納
対
策
の
推
進
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確

保
な
ど
に
よ
り
、経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
、

将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
た
計
画
的
な
財

政
運
営
を
図
り
ま
す
。

２　
経
営
基
盤
の
強
化

　
　
（
財
政
の
健
全
化
と
自
主
財
源
の
確
保
）

■ 

主
な
推
進
項
目

　

自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
と
財
政
状

況
の
積
極
的
な
公
開
、
公
営
企
業
等
の

経
営
健
全
化
、
行
政
評
価
の
推
進
、
収

納
率
の
向
上
お
よ
び
滞
納
整
理
の
推
進
、

新
た
な
増
収
策
の
推
進
、
民
間
活
力
の

積
極
的
な
活
用
、
効
率
的
な
施
設
管
理

に
よ
る
経
費
削
減

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
将
来
を
見

越
し
た
政
策
を
展
開
す
る
た
め
、
町
の
組
織

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
時
代
の
変
化
と

町
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
の
確
立
に
努
め

ま
す
。

３　
組
織
力
の
強
化
と
人
材
育
成

■ 

主
な
推
進
項
目

　

危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
定
員
管
理

の
適
正
化
、
職
員
の
能
力
と
資
質
の
向

上
、
効
率
的
な
組
織
の
確
立

推
進
期
間

進
行
管
理

実
施
計
画
の
策
定

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

評
価
結
果
の
公
表

第5次三春町行財政
改革大綱・実施計画

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　　☎ 62-2132
※第５次三春町行財政改革大綱・実施計画の全文は、町ホームページからご覧になれます。

　少子高齢化・人口減少時代の進展や地方自治を取り巻く環境が非常に厳しい時代にあって、引き続き町民ニーズに的確・
適切に対応し、行政サービスを提供するためには、行政の効率化・スリム化と町民との協働のまちづくりを視点に取り
組んできたこれまでの行財政改革をより一層進める必要があります。また、平成 23 年３月に発生した東日本大震災によ
る原子力発電所事故からの復興・再生に向けた歩みを加速させるとともに、今後、大規模な災害や多様化する課題など
に対応していくためには、行政だけでなく、町民や様々な団体がそれぞれ連携・協働して取り組むことが重要になります。
　今後さらに厳しい状況に遭遇しても自立した運営ができるだけの財政基盤を確保しておくことが求められ、絶え間な
い行財政改革を進めることにより、更なる財政構造の健全化を図っていく必要があります。
　この大綱は、第７次三春町長期計画の着実な推進を図り、「三春町町民自治基本条例」の理念の下、効果的・効率的な
行政経営に計画的に取り組む行財政改革の新たな指針として位置付け、策定しました。

　

評
価
結
果
は
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
公
表
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
の
６
地
区
の
交
流

館
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
区
交
流
館
は
、
各
地
区
の
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
す
。
交
流

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
館
日
は
各
交
流
館
週

３
日
で
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　
　
　

 （
敬
称
略
）

浦山日出夫
沢石会館

☎ 62-8472

市川幸正
要田地区交流館大平荘

☎ 62-6472

橋本清二
御木沢地区公民館

☎ 62-8471

伊丹勇次郎
岩江センター

☎ 024-942-0092

滝波義久
中妻地区公民館

☎ 62-1181

真壁稔
中郷地区交流館

☎ 62-6125

お
世
話
に
な
り
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見
な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

◆ 

三
春

　
相
川
義
則　
　
︵
大
町
︶

　
管
野
正
秀　
　
︵
中
町
︶

　
鼡
田
和
美　
　
︵
八
幡
町
１
︶

　
栁
沼
三
雄　
　
︵
八
幡
町
２
︶

　
菅
野
克
志　
　
︵
八
幡
町
３
︶

　
吉
田　
清　
　
︵
荒
町
上
︶

　
佐
藤
誠
之　
　
︵
荒
町
下
︶

　
山
口
洋
一　
　
︵
北
町
︶

　
山
崎　
正　
　
︵
新
町
１
︶

　
岩
間

榮　
　
︵
新
町
２
︶

　
服
部　
昇　
　
︵
新
町
３
︶

　
長
谷
川
良
一　
︵
八
島
台
１
︶

　
山
本　
健　
　
︵
八
島
台
２
︶

　
橋
本
吉
男　
　
︵
八
島
台
３
︶

◆ 

沢
石

　
佐
久
間
島
貴　
︵
実
沢･

青
石
︶

　
武
田
友
敏　
　
︵
富
沢
︶

◆ 

要
田

　
市
川
勝
一　
　
︵
熊
耳
︶

　
大
内
富
雄　
　
︵
南
成
田
︶

　
橋
本
力
男　
　
︵
北
成
田
︶

　
長
谷
川
季
雄　
︵
庄
司
︶

◆ 

御
木
沢

　
中
尾
茂
一　
　
︵
元
町
︶

　
志
賀　
高　
　
︵
栄
町
︶

　
伊
藤
正
章　
　
︵
平
沢
１
︶

　
橋
本
清
二　
　
︵
平
沢
２
︶

　
渡
辺
喜
昭　
　
︵
御
祭
３
︶

　
渡
辺
市
則　
　
︵
御
祭
４
︶

　
橋
本
國
光　
　
︵
七
草
木
︶

◆ 

岩
江

　
渡
辺　
正　
　
︵
山
田
︶

　
安
齊
和
夫　
　
︵
上
舞
木
︶

　
影
山
福
夫　
　
︵
下
舞
木
１
︶

　
影
山
喜
信　
　
︵
下
舞
木
２
︶

　
桑
原
定
男　
　
︵
下
舞
木
３
︶

　
田
中
公
雄　
　
︵
下
舞
木
４
︶

◆ 

中
妻

　
笹
島　
孝　
　
︵
鷹
巣
︶

　
黒
羽
文
夫　
　
︵
斎
藤
︶

　
松
崎
吉
文　
　
︵
沼
沢
︶

　
長
根
健
一　
　
︵
西
方
︶

◆ 

中
郷

　
宗
像
秀
夫　
　
︵
滝
︶

　
橋
本
忠
一　
　
︵
柴
原
︶

　
橋
本
周
一　
　
︵
込
木
︶

　
西
山
忠
明　
　
︵
芹
ケ
沢
︶

　
黒
羽　
勲　
　
︵
貝
山
︶

　
御
代
田
裕
紀　
︵
春
沢
︶

　
上
石
福
一　
　
︵
狐
田
︶

　
過
足
広
美　
　
︵
過
足
︶

　
近
内
祝
市　
　
︵
根
本
︶

　
橋
本
幸
次　
　
︵
樋
渡
︶

　
山
口
陽
一　
　
︵
蛇
石
︶

消
防
団
幹
部

　

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

◆ 

本　
部

　
団
長　
　
　
石
井
公
義

　
副
団
長　
　
赤
井
幸
夫

　
分
団
長　
　
村
上
輝
男

　
分
団
長　
　
榎
本
英
基

◆ 

三
春
分
団

　
分
団
長　
　
内
藤
耕
力

　
副
分
団
長　
黒
羽
雄
一

◆ 

沢
石
分
団

　
分
団
長　
　
佐
久
間
清
隆

　
副
分
団
長　
渡
辺　
　
悟

◆ 

要
田
分
団

　
分
団
長　
　
市
川
勝
宏

　
副
分
団
長　
門
馬
忠
雄

◆ 

御
木
沢
分
団

　
分
団
長　
　
大
内　
健
一

　
副
分
団
長　
手
代
木
正
徳

◆ 
岩
江
分
団

　
分
団
長　
　
小
林　
学

　
副
分
団
長　
影
山
恵
一

◆ 

中
妻
分
団

　
分
団
長　
　
笹
島
孝
幸

　
副
分
団
長　
金
田
義
隆

◆ 

中
郷
分
団

　
分
団
長　
　
橋
本
寿
樹

　
副
分
団
長　
橋
本
和
也

地
区
交
流
館
長

各
地
区
区
長

地
区
交
流
館
の
役
割

　

地
区
交
流
館
は
、
地
方
自
治
法
お

よ
び
社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
教
養
の
向
上
、
生

活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進

並
び
に
町
民
の
交
流
活
動
の
促
進
を

目
的
と
し
て
お
り
、
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
連
携
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
地
区
交
流
館
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
の
地
区
交
流
館
ま
た

は
、
三
春
交
流
館
﹁
ま
ほ
ら
﹂︵
☎
62-

３
８
３
７
︶
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ先　各地区区長・消防団幹部／総務課  自治防災グループ　☎ 62-1114
　　　地区交流館長／生涯学習課  交流館グループ　☎ 62-3837 10



1.

2.

3.

マイナンバーって何？

国民一人ひとりがもつ 12 桁の番号のことです。
　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）は、国民一人ひとりに番号を付番し、国民
の利便性向上や行政の効率の効率化を図るための制度です。
　一度付番されたマイナンバーは、一生使います。不正に使われるおそれがある場合を除き、
一生変更されませんので、大切にしてください。

※ 法人には法人番号が通知されます。※ 外国籍でも住民票のある方は対象となります。

　３つのメリットがあります。

面倒な手続きが
簡単に

マイナンバー制度に

関するお問い合わせは

平日 9 時 30 分〜 17 時 30 分（土日祝日・年末年始を除く）
※ 一部 IP 電話等上記ダイヤルに繋がらない場合は 050-3816-9405

におかけください。※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※ 外国語対応（英語）は 0570-20-0291

問い合わせ先　総務課企画情報グループ　☎ 62-8125

0570-20-0178

三春町から

住民票の住所に

通知カードが

〒簡易書留にて

届きます。

手続きが
正確で早くなる

給付金などの
不正受給の防止

どうしてマイナンバーが必要なの？

今後のスケジュール（三春町の場合）

国民の利便性の向上 行政の効率化 公平・公正な社会の実現

平成

27 年

10 月

から

平成

28 年

1 月　

から

平成

29 年

1 月　

から(予定）

※ 住民票の住所
と異なるところ
にお住まいの方
は、ご注意くだ
さい

マ 　イ　ナン バー

( 全国共通ナビダイヤル )

社 会 保 障、
税、災 害 対
策の行政手
続きで使用
開始

パソコンから
自 分 の 個 人
情 報 の や り
とりの記録等
閲覧可能に

今年（平成２７年）の 10 月から
国民一人ひとりに

マイナンバー（個人番号）が

通知されます。

マイナンバー制度についてのお知らせ vol.1

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水道・宅造

佐藤禎一

国馬　守

下水道

三瓶新太郎、大内美和、岩崎竜也

宗像秀幸

企業局
局長　増子伸一

教育課
次長兼課長
影山敏夫

62-2500

62-2500

学校教育 永山　晋

藤井　康

村上順一、金田義隆、藤橋優美子、本田侑、木船愛 62-6310

増子房代第２保育所
過足征子、新野美希子、大内江利子、新野久美子
高玉英恵、武内久美子、羽生真理、南詩織、押山道子 62-2748

土田恵子北保育所 覚方洋子、三輪美奈、大石美香、吉田淳美 62-4133

岩江幼稚園

志賀真理子

佐藤公江

中郷幼稚園

増子法子、工藤綾子、鈴木佑季子、渡辺幸、菅野琴恵

　山由美子、栁田陽子、吉田尚、杉内いちご

024-956-2727

62-2875

生涯学習課
課長兼交流館長
滝波廣寿

生涯学習

七海栄子

渡辺貞子

交流館

新田由香里、佐久間正名

野村顕弘、遠藤瞳

62-3837

62-3837

近内信二社会体育 樽井美香 62-3837

歴史民俗資料館

渡辺正朝

山口　晋

町民図書館

平田禎文、藤井典子

内藤タケ、西宏恵

62-5263

62-3375

安部良明児童生活センター 鈴木ひろ子、渡邉一成 62-8666

議会
事務局長　佐久間  收 渡辺慎哉、影山寛子 62-8124

幼児教育 渡辺里美 62-8119

事務局

会計室
会計管理者兼室長
遠藤弘子

会　計 石井ヒメ子、矢吹和枝 62-0330

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111

林有希奈（総務課／副主事）、内野雅大（住民課／副主事）、星綾子（税務課／副主事）、南詩織（第 2 保育所／保
育士）、遠藤瞳（生涯学習課／副主事）、吉田正人（財務課／技手 再任用）、南雅史（総務課／主査 福島県より派遣）、
木戸雅浩（産業課／主幹 尾張旭市より派遣）、渡邉典夫（建設課／主任主査 愛西市より派遣）

新採用

退　職

橋本良孝、渡辺好津子、吉田正人、武田幸子、志賀清昭、箭内みさえ、鈴木正人（福島県復帰）、下山田惠一（福
島県教育委員会復帰）、板垣良夫（福島県復帰）、出口哲朗（尾張旭市復帰）、伊藤毅（愛西市復帰）

（４月１日付）

（3 月 31 日付）

派　遣

遠藤宏子（社会福祉協議会）、影山明男（田村広域行政組合）、宗像久美子（福島県）

災害派遣職員が着任しました
　愛知県の尾張旭市と愛西市より、東日本大震災に係る災害派遣職員として引き続き職員を派遣していただきました。
　尾張旭市の木戸雅浩さんは産業課、愛西市の渡邉典夫さんは建設課に所属し、平成 28 年 3 月 31 日まで勤務さ
れます。皆さんよろしくお願いします。
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公共施設整備班

課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 ゲループ等職員名 電話番号

庶　務

自治防災

渡辺　淳

鴫原健二

企画情報

菊田久光

梶原和則、竹之内千智、大貫健一

木次谷真実、松崎浩仲、南雅史

渡辺和子、佐久間佑樹、佐久間達意、林有希奈
橋本清文（行政支援相談）、小池清美（行政支援相談）

総務課
課長　工藤浩之

財務課
課長　佐久間幸久

62-2111

62-8125

62-1114

財務・改革

久保田　浩

菊田誠子

管理契約

佐久間正浩、宗像哲志

本田一真、吉田正人

62-2132

62-2132

住民課
課長　新野徳秋

住　民

橋本　勝生活環境

佐久間薫、志田公美、杉原美里、厚海千加子、内野雅大

内藤典子、根本義己、阿部祥太

62-8126

62-2147

税務課
課長　本間　徹

課　税

荒井公秀

大内佳代子

収　納 伊本絵里、星綾子

62-8127

62-2136

保健福祉課
課長　佐久間孝夫

社会福祉 影山清夫

高齢者福祉 新田幸男、魵澤ルミ子、大河原歩

62-3166

62-3166

健康づくり 橋本加代子、伊藤佳子、近内文、大須賀美和
今泉佳子、千葉大知

今泉喜徳国保医療 人見千佳子、髙橋朋子

62-3166

62-3166

産業課
課長　佐藤哲郎

農　林

大内広三

佐久間島宏

商工観光

桑原弘美、渡辺祥生、伊藤崇文、松本未智瑠

木戸雅浩、大見友和、橋本和宜、山口涼

佐久間久美

國分美香子

佐久間美代子

渡邉典夫、佐藤智和、佐藤光将、本田圭佑

松崎俊介、根本文子、佐川恵理

儀同佐江子、小野寺百絵、高橋瑛梨奈、冨塚俊樹

服部佑亮、三瓶美咲

62-2112

62-3960

建設課
課長　伊藤　朗

建　設

新野恭朗

橋本泰寿　

都　市 山口登美男、松本葵

62-2115

62-2113

建　築 62-2113

農業委員会 農業委員会事務局 伊藤晴之 62-2112

遠藤　晃

宮本久功 62-2132

除染対策課
課長　村田浩憲

除染 遠藤信行 62-1122佐久間貴、小林学、影山貴啓

三春町役場行政組織機構図
平成 27 年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図

13
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どんな施設があるの？

交流棟「コミュタン福島」ってなあに？

　東京電力福島第一原子力発電所の事故により、放射
性物質で汚染された環境を回復し、県民が将来にわた
り安心して暮らせる環境を創造するため、県は、三春
町（田村西部工業団地内）と南相馬市に環境創造セン
ターを整備します。

研究棟、本館、交流棟の３施設があります。

建設場所：三春町深作地内
（田村西部工業団地内）
敷地面積：46,363 ㎡

（本館：4,235 ㎡
研究棟：5,626 ㎡
交流棟：4,632 ㎡）

本館（平成 27年度オープン）
　県内の環境回復・創造の中核施
設。環境放射線のモニタリング・
調査研究、環境中の有害物質等に
ついての調査分析・研究を行いま
す。ＪＡＥＡ・国環研と連携・協
力し、調査・研究などの取組を効
率的に推進します。

環境創造ラボ
　環境創造へ向けて「自分がで
きること」、「みんなでできるこ
と」への意識を醸成するエリア。

環境創造シアター
　福島の環境の未来像を全球型
映像で体感できるシアター。

フロム 3.11 スクエア
　原子力発電所の事故からの福島
の歩みを伝えるとともに、福島の今
を知ってもらう全体の導入エリア。

放射線ラボ
　知る・測る・身を守る・除く、
という４つのテーマで、放射線
について学ぶ体験型エリア。

研究棟（平成 28年度オープン）
　日本原子力研究開発機構（JAEA
※ 1）と国立環境研究所（国環研 ※ 2）
が入居し、除染や廃棄物処理につ
いての調査・研究を行います。
※ 1  JAEA　国で唯一の原子力に関する
　　総合的な研究機関です。
※ 2  国環研　環境全般に関する国内有数の
　　研究機関です。

交流棟　愛称「コミュタン福島」
（平成 28年度オープン）

　福島の子どもたちが、安心して
輝く未来を創造するための施設で
す。展示室、体験研修室、ホール
を設けるなど、地域の方々や県民
にとって身近に利用できる施設を
目指しています。

【その他の施設】
体験研修室・・・・・放射線、再生可能エネルギーなどをテーマにした各種ワークショップを実施します。
ホール・・・・・・・各種学会や国際会議などの会場として使用されます。
和室・・・・・・・・地域交流スペースとして活用されます。
キッズコーナー・・・ 小さな子どもたちが楽しめるスペースです。

研究棟 本　館 交流棟

※イメージ

磐越自動車道
★

JR 磐越東線

環境創造センター

問い合わせ先　024-521-8516（福島県生活環境部　環境創造センター整備推進室）
62-2147（住民課　生活環境グループ）

【展示室】放射線について学び、福島の環境創造への意識を醸成するための展示を設置します。
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私たちの下水道の働き

下水道事業の種類

Vol.1

1. 公共下水道事業

2. 農業集落排水事業

3. 町営の浄化槽事業

町の下水道整備状況

　毎日ごく当たり前に使用している台所、お風呂、水洗トイレなど水廻りの設備は、日常生活におい
て欠かすことのできないものとなっています。そして、それらから流れ出る水を、適切にきれいにし
てから川や海に戻しているのが下水道や浄化槽です。
　もしも下水道や浄化槽がなかったらどうなるでしょう？水洗トイレが使えなくなるだけでなく、町
が不衛生になり、川や海が汚れてしまいますね。そんなとっても大切な役割を果たしている縁の下の
力持ちの下水道や浄化槽を、これから少しずつ紹介していきたいと思います。

　公共下水道は、各家庭から流れ出る水（汚水と呼んでいる）が道路
の中に埋められている下水道管を通って、下水道処理場まで流れて
いき、下水道処理場できれいな水にしてから川へ戻す施設です。字
清水地内から役場の周り、一本松地内にある下水道処理場（三春水環
境センター）まで整備されています。平成 25 年度末で 22 ｋｍの下水
道管が整備され、約８９０世帯が利用しています。

三春町では下水道のお仕事として 3 種類の施設
を整備しています。

　公共下水道と同じく、各家庭から流れ出る汚水が道路の中に埋めら
れている管を通って終末処理場まで流れていき、終末処理場できれい
な水にしてから川へ戻しています。町では下舞木地区、中妻地区、過
足地区の 3 か所に整備されています。平成 25 年度末で終末処理場数 3
か所、埋設管の延長 33 ｋｍ整備され、約６６３世帯が利用しています。

水環境センター

農業集落排水処理施設

浄化槽

町営浄化槽・個人設置浄化槽

三春企業局・三春浄水場

過足地区農業集落排水施設中妻地区農業集落排水施設

下舞木地区農業集落排水施設

公共下水道　三春水環境センター

　浄化槽は、各家庭の敷地内に埋設されている水をきれいにする装置
で、車一台分のスペースほどの大きさです。下水道や農業集落排水と
ちがうのは、それぞれの家庭毎に水をきれいにしてから川などへ戻し
ていることです。平成 25 年度末で三春町が設置したり、管理受託し
ている浄化槽は 711 基（世帯）です。（トイレだけ接続されている単
独処理浄化槽はここでいう浄化槽には含まれません）

問い合わせ　企業局　下水道グループ　☎ 62-2500
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４
月
16
日
に「
三
春
な
か
ま
ち
蔵
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
深
谷
代
表
取
締
役

社
長
か
ら
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、鈴
木
町
長
、日
下
部
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
三
春
な
か
ま
ち
蔵
」
は
、伝
統
建
築
物
で
あ
る
蔵
を
保
全
・
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
後
、町
の
魅
力
や
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
く
一
つ
の
拠
点
と
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　三春なかまち蔵は、商業テナン
トの適正な運営管理、および町と
連携した観光情報の発信や通年観
光への取組みの向上を図るため、
㈱三春まちづくり公社が指定管理
者として管理運営しています。

中町蔵の概要を説明する
深谷代表取締役社長

テープカットのようす

深谷代表取締役社長

左から石橋さん（café 遊楽）、㈱まちづくり公社深谷代表取締役社長、
日下部議長、鈴木町長、増子商工会長、本田さん（蕎麦カフェ蔵）

三春なかまち蔵オープン !三春なかまち蔵オープン !
—　蔵・魅力・賑　—
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○ 

営
業
時
間  

11
時
～
20
時
・
水
曜
定
休

(

祝
日
の
場
合
翌
日)

☎ 

０
２
４
７-

65-

８
０
６
３
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一
ノ
蔵
の
花
か
ご
は
、
三
春
町
の
特
産
品
や
民

芸
品
が
販
売
さ
れ
、
街
な
か
観
光
の
案
内
所
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
現
在
福
島
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ド
Ｆ
︲
５
の
報
告
所
と
な
っ
て
お
り
、
町
内

外
か
ら
の
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

二
ノ
蔵
で
は
、
本
格
手
打
ち
の
十
割
蕎
麦
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ば
は
、
冷
・
温
両
方
あ
り
冷
た

い
お
そ
ば
に
生
わ
さ
び
を
お

ろ
し
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

の
が
お
す
す
め
だ
そ
う
で

す
。

　

店
内
の
落
ち
着
い
た
蔵

の
雰
囲
気
を
楽
し
み
な
が

ら
、
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ー
ド
Ｆ
︲
５
は
、９
月
27
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
を
探
し
な
が
ら
、
町
の
な
か

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
、も
れ
な
く
「
こ

ま
り
ん
」
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が

も
ら
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。

　

三
ノ
蔵
は
、
な
か
ま
ち
蔵
の
一
番
奥
に
あ
り
ま
す
。

室
内
は
、
吹
き
抜
け
の
天
井
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ダ
ン

な
印
象
を
受
け
ま
す
。
店
内

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
軽
食
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
、
自
家
焙
煎

珈
琲
と
の
こ
と
。
煎
れ
た

て
の
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

○ 

営
業
時
間 

９
時
～
19
時

☎ 

０
２
４
７-

61-

２
６
６
１

○ 

営
業
時
間  

10
時
～
18
時
・
火
曜
定
休

☎ 

０
２
４
７-

61-

６
６
９
５

〜
コ
ー
ド
F-

５
好
評
実
施
中
！
〜

石橋夫妻
新
し
い
魅
力
が

見
つ
か
る
か
な
。

店内のようす

店内のようす

スタッフの皆さん

裏通りから

こまりんペーパークラフト

ちょっと裏通りからも…
　三春なかまち蔵は桜川沿い
の通りからも通り抜けができ
ます。桜川を眺めながら、な
かまち蔵に入ってみませんか。

こまりんペーパークラフト

一
ノ
蔵　
花
か
ご
・
観
光
案
内
所

三
ノ
蔵　

café 

遊ゆ
う
ら
く楽

二
ノ
蔵　
蕎そ

ば麦
カ
フ
ェ 

蔵

行
っ
て
み
よ
う
！

所在地
三春町字中町 4 番地

三春なかまち蔵
位置地図

三
春
な
か
ま
ち
蔵
は
こ
こ
だ
よ
♪

店内のようす
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狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
各
地
区
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
を
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
自
由
に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防

注
射
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

登
録
済
み
の
方　

　

通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽ 

料
金　
３
、２
０
０
円
（
注
射
料
２
、６
５
０

　

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼ 

未
登
録
の
方　

　

集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き
ま
す
が
、

混
み
具
合
に
よ
り
少
し
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

料
金　
６
、２
０
０
円
（
登
録
手
数
料

　

３
、０
０
０
円
、
注
射
料
２
、６
５
０
円
、

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼ 

注
意
事
項　

　

ふ
ん
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ャ
ベ

ル
、
袋
等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
該

当
す
る
場
合
は
、
注
射
が
打
て
ま
せ
ん
。

（
１
）
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
な
も
の
。

（
２
）
過
去
に
予
防
接
種
な
ど
に
よ
り
異
常

　

を
お
こ
し
た
も
の
。

（
３
）
犬
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
時
。

▼ 

そ
の
他

　

犬
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先

生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
集
合
注
射

で
予
防
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物

病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
の
交
付
は
、

役
場
住
民
課
窓
口
の
ほ
か
「
さ
く
ら
動
物
病

院
」
で
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼ 狂犬病予防注射日程

▶ 問　住民課 生活環境グループ ☎ 62-2147

● 
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
開
所
し
ま
し
た
！

　

岩
江
教
室
は
４
月
９
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、
各
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
が
、
７
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
開
所
し
ま
し
た
。
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
下
校
指
導
の
後
、
順
次
ま
ほ
ら
っ
こ
教

室
に
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
中
妻
教
室
・
中
郷
教
室
・
沢
石
教
室
に
お
い
て
、
午
後
６
時
ま
で
の
延
長
教

室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
見
守
り
や
支
援
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
・
放
課
後
児
童
支
援
員
や
校
長
先
生
、
諸
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ

り
今
年
度
も
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
運
営
に
ご
協
力
い

　
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
・
自
主
学
習
の
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
三
春
交
流

館
「
ま
ほ
ら
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

まほらっこ中郷延長教室のようす

まほらっこ沢石教室のようす まほらっこ岩江教室開所式のようす

南成田集会所

沢石会館

要田交流館大平荘

ＪＡたむらプラント跡地
（中尾ガソリンスタンド斜め向い）

山田集会所

岩江地区防災コミュニティーセンター前

下舞木集会所

下舞木南部集会所

ＪＡたむら御木沢センター

中妻地区公民館

中郷地区交流館

蛇石集会所

貝山集会所

八島台集会所

三春町役場（さわやかトイレ前）

期　　日

   9：00  ～  10：00

10：20  ～  11：50

12：50  ～  13：50

14：10  ～  14：40

   
  9：00  ～  10：00

10：20  ～  11：50

 12：50  ～ 14：30

14：50  ～  15：30 

  9：00  ～  10：00

10：30  ～  12：00

13：00  ～  13：50

14：00  ～  15：00

  9：00  ～  10：10

10：30  ～  12：00

13：00  ～  15：00

時　　間 場　　所

5月23日（土）

5月24日（日）

5月30日（土）

5月31日（日）
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に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
要
田
地
区
の
紹
介

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
お
元
気
な
方

が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康
維
持
の
た
め
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の

ご
指
導
を
専
門
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
要
田
地
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
要
田
交
流
館
大
平
荘
で

毎
週
火
曜
日
実
施
し
て
い
ま
す
。
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の
学
習
な

ど
の
ほ
か
、
バ
ス
で
花
見
や
買
い
物
に
出
か
け
た
り
、
三
春
の
里

で
お
風
呂
に
入
っ
た
り
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
お
電
話
で
も
受
付
可
能
で

す
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

佐
藤
サ
タ
子
さ
ん
（
庄
司
）

　

私
は
持
病
が
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
お
陰
で
元
気
に
な

り
、
楽
し
く
生
甲
斐
を
持
っ
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
ヨ
シ
ノ
さ
ん
（
熊
耳
）

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
、
運
動
や
頭
の
体
操
を

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

橋
本
ミ
ツ
イ
さ
ん
（
熊
耳
）

　
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、
自

宅
で
の
運
動
習
慣
が
つ
き
、
体

調
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

三春の里での昼食

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

曜日地区 会場 5月開催日
11日・18日・25日

12日・19日・26日

13日・20日・27日

7日・14日・21日・28日
1日・8日・15日・22日
8日・15日・22日・29日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

デコ屋敷見学のようす

　

平
成
27
年
度
三
春
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

が
４
月
２
日
、
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
で
開
催

さ
れ
、
本
部
分
団
長
へ
就
任
さ
れ
る
榎
本
英

基
前
要
田
分
団
長
へ
団
長
よ
り
辞
令
が
交
付

さ
れ
た
後
、
43
名
の
退
団
者
と
66
名
の
幹
部

昇
任
者
、
23
名
の
入
団
者
へ
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
入
団
員
を
代
表
し
、
中
郷
分

団
の
影
山
裕
二
さ
ん
が
、
三
春
町
民
の
奉
仕

者
と
し
て
忠
実
か
つ
公
正
に
消
防
職
務
に
当

た
る
こ
と
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
付
で
退
団
さ
れ
た
神
晃

さ
ん
（
前
三
春
分
団
長
）、
佐
久
間
島
宏
さ

ん
（
前
沢
石
分
団
長
）、
小
山
博
さ
ん
（
前

御
木
沢
分
団
長
）、
細
川
正
和
さ
ん
（
前
岩

江
分
団
長
）、
今
泉
進
一
さ
ん
（
前
中
妻
分

団
長
）、
村
上
正
弘
さ
ん
（
前
中
郷
分
団
長
）

へ
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

１
１
１
４

平
成
27
年
度
三
春
町
消
防
団

　
　
　
　
辞
令
交
付
式
開
催

滝桜をバックに交流自治体の皆さんと記念撮影

　

４
月
11
・
12
日
の
２
日
間
、
姉
妹
都
市
で

あ
る
岩
手
県
一
関
市
か
ら
市
長
、
議
長
、
議

会
事
務
局
長
、
市
長
公
室
次
長
兼
秘
書
課
長
、

商
工
労
働
部
次
長
兼
工
業
課
長
、
商
業
観
光

課
長
、
平
成
23
年
度
に
保
健
師
の
派
遣
協
力

を
い
た
だ
い
た
埼
玉
県
小
鹿
野
町
か
ら
町
長
、

議
長
が
三
春
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

暗
闇
に
映
し
だ
さ
れ
る
幻
想
的
な
夜
桜
と

朝
日
に
輝
き
滝
が
流
れ
落
ち
る
よ
う
な
滝
桜

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
町
の
復
興
へ
の
協
力
に
対
す
る

御
礼
が
述
べ
ら
れ
、
交
流
自
治
体
と
の
親
睦

が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

 

観
桜
会
で
交
流
自
治
体
と
の

　
　
　
　
　
　
親
睦
深
め
る

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

８
１
２
５
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成27年
4月7日

平成27年
3月10日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.12
0.11
0.10
0.12
0.12
0.14
0.11
0.11
0.13
0.13
0.13
0.13
0.14
0.10
0.12

（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.06）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.07）

0.10
0.11
0.08
0.13
0.11
0.13
0.09
0.09
0.13
0.12
0.13
0.11
0.14
0.11
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.06）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.08）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

 環境放射線量測定値をお知らせします

平成27年
4月9日

平成27年
3月12日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.27
0.14
0.21
0.15
0.12
0.12
0.17 
0.15
0.16 
0.14 
0.16
0.20 
0.13
0.13 
0.31
0.31
0.27 

0.26
0.13
0.19
0.13
0.11
0.13
0.16 
0.15
0.16 
0.15 
0.17
0.20 
0.14
0.13 
0.33 
0.30
0.28 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

①
0.12
0.10
0.12
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.12
0.14
0.16

0.12
0.10
0.11
0.13

0.11
0.10
0.11
0.12

0.12
0.11
0.13
0.11

0.13
0.10
0.15
0.15

0.09
0.09
0.08
0.10

3月4日
3月12日
3月18日
3月25日

測定日／測定点 ①
0.20
0.19
0.21
0.21

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.17
0.18
0.19
0.19

0.19
0.20
0.20
0.19

0.15
0.14
0.13
0.14

0.11
0.11
0.11
0.13

0.10
0.10
0.11
0.11

0.12
0.13
0.13
0.14

3月4日
3月11日
3月18日
3月25日

測定日／測定点 ①
0.11
0.09
0.11
0.12

② ③ ④
0.14
0.12
0.15
0.14

0.11
0.09
0.09
0.10

0.15
0.13
0.15
0.16

3月4日
3月11日
3月18日
3月25日

測定日／測定点

①
0.10
0.13
0.13
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.12
0.11

0.10
0.13
0.11
0.11

0.09
0.11
0.12
0.10

0.07
0.07
0.08
0.07

0.10
0.10
0.09
0.09

0.09
0.10
0.10
0.09

3月7日
3月14日
3月21日
3月28日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.07
0.08
0.09
0.08

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.13
0.12

0.10
0.10
0.11
0.10

0.18
0.14
0.12
0.14

0.12
0.13
0.13
0.14

0.08
0.09
0.10
0.10

0.14
0.14
0.12
0.15

3月4日
3月11日
3月18日
3月25日

測定日／測定点

20

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 4月8日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.24
0.13
0.11
0.12
0.10
0.23

0.13
0.19
-
0.09
0.16
-
0.09
0.12
0.11
-



① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日から )

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類、穀類はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ 山菜、きのこ類で基準値を超えるものが多く、特に野生きのこ（シイタケ等）では 6 割以上のものが基準値を超えています。
◇ 果実類では栗で基準値を超えるものがありました。また、野生の猪肉は基準値を超えています。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えるようにしましょう。

▶ 問　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

100ベクレルをこえたもの
最大値

（ベクレル／kg)

カボチャ、キャベツ、キュウリ、ジャガイモ
、タマネギ、大根、トマト、ナス、ネギ、白菜
、ピーマン、ブロッコリー、ほうれん草など

小豆、インゲン、黒豆、大豆など

ウド、タケノコ、タラの芽、フキ、ワラビ、コゴミなど

シイタケ、なめこ、ヒラタケ、サクラシメジなど

玄米、白米など

梅、柿、キウイ、ブルーベリー、いちじく、ゆずなど

梅干し、干し柿、しその実漬け、切り干し大根など

猪肉、米ぬか、ハチミツなど

区分
献体数（件）

例示
総献体数 100ベクレル以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

合計

1,448

253

367

62

47

254

167

45

2643

1,448

253

355

25

47

253

167

33

2,581

0

0

12

37

0

1

0

12

62

24
（からし菜）

45
（大豆）
958

（コシアブラ）
8,146

（ハルシメジ）
検出限界値

（20ベクレル未満）
139
（栗）

検出限界値
（20ベクレル未満）

2,840
（猪肉）

　

総
務
省
で
は
、
三
春
町
を
担
当
す
る
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

も
の
で
、
役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）
の
仕
事

を
は
じ
め
、
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の
間

に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
（
金
）
か
ら
31
日
（
日
）
は
「
福

島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
定
例
相
談
を
、
毎
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、

年
間
を
通
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
５
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時

▼ 

場
所　
三
春
町
役
場
４
階
委
員
会
室

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

長谷川ミサ子さん
八島台

☎ 62-6107

湯峰初夫さん
御木沢

☎ 62-2391

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
５
月
１
日
～
31
日
）
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▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

◆ 

４
月
９
日
着
任
式 

◆ 

平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　
　

平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
早
１

か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
、
始
業
式
前
日
に
教
職
員
対
象

と
し
て
「
田
高
生
が
輝
く
た
め
に
～
共
に
学

び
、
共
に
成
長
し
、
共
に
勝
つ
～
」
と
題
し
、

株
式
会
社
て
っ
ぺ
ん
代
表
取
締
役
の
大
嶋
啓

介
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
定
の
時
間
を
大
幅
に
延
長
し
て
感
謝
す

る
気
持
ち
の
大
切
さ
を
は
じ
め
、
今
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
情
熱
的
に
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
徒

が
更
に
や
る
気
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て

夢
実
現
に
向
け
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
諸
活

動
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
ご

支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

３
月
30
日
離
任
式 

　

こ
れ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

退
職
者　

　
八
巻 

俊
憲
教
諭

　

吉
田 

隆
亮
講
師

　

栁
沼 

祐
子
寄
宿
舎
指
導
員

　

菅
野 

紗
保
月
手
当
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
（
湯
本
第
三
中
学
校
へ
新
採
用
）

　

小
泉 

龍
講
師
（
塙
工
業
高
校
へ
）

　

星 

麻
里
講
師

　

一
日
で
も
早
く
田
高
に
慣
れ
、
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

転
入

　

渡
邉 

雅
彦
教
頭
（
只
見
高
校
よ
り
）

　

遠
藤 

孝
事
務
長
（
経
営
金
融
課
よ
り
）

　

下
山
田 

惠
一
教
諭（
三
春
町
教
育
委
員
会
よ
り
保
体
）

　

宗
像 

康
栄
教
諭
（
石
川
高
校
よ
り
地
・
公
）

　

和
田 

幸
治
教
諭
（
安
達
高
校
よ
り
英
語
）

　

荒
井 

知
子
教
諭（
郡
山
商
業
高
校
よ
り
理
科
）

　

村
上 

直
樹
教
諭
（
新
採
用
音
楽
）

　

宮
口 

弘
美
主
任
寄
宿
舎
指
導
員（
聾
高
校
よ
り
）

　

米
良 

邦
浩
講
師
（
石
川
高
校
よ
り
国
語
）

　

皆
川 

恵
梨
奈
月
手
当
養
護
教
諭（
須
賀
川
高
校
よ
り
）

　

笹
島 

緑
講
師
（
湖
南
高
校
よ
り
）

　

橋
本 

か
お
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
購
買
部
職
員

▼ 

新
採
用　

　
原 

義
治
講
師
（
書
道
）

離任式のようす

◆ 

４
月
７
日
大
嶋
啓
介
さ
ん

　
に
よ
る
講
演
会 

◆ 

４
月
９
日
２
３
５
名

　
（
普
通
科
１
９
５
名
、
体
育

　
科
40
名
）
入
学 

◆ 

４
月
10
日
対
面
式
・
新
入

　
生
歓
迎
会

▼ 

転
出
者

　

大
河
内 

正
一
事
務
長
（
白
河
旭
高
校
へ
）

　

宗
形 

健
一
教
頭
（
白
河
旭
高
校
へ
）

　

小
田 

賢
二
教
諭
（
只
見
高
校
へ
教
頭
）

　

渡
部 

裕
子
教
諭
（
光
南
高
校
へ
）

　

瀬
川 

輝
子
教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
へ
）

　

櫛
田 

典
子
主
任
寄
宿
舎
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
農
業
高
校
へ
）

大嶋啓介さんによる講演会のようす

着任式のようす

入学式のようす新入生歓迎会のようす
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　町内の各小中学校で４月６日に入学式が行われました。午前中に小学校、午後に中学校で行い、新入生は元気に登校し、
新しいスタートを切っています。各小中学校の入学式の様子を紹介します。

● 平成２7 年度の教育活動がスタートしました

◎ 小学校の教育活動
　町内すべての小学校で、５月実施の運動会に向けて、４月から準備を始めています。
　学校では、練習が開始され、元気な子どもたちの声が響いています。そして、鼓笛の音も軽快に聞こえています。
その中で運動に親しむ態度を育てつつ、集団行動を身に付け、連帯感を育てていきます。
　５月 16 日（土）には三春 ･ 岩江・御木沢 ･ 中妻 ･ 中郷・沢石・要田のすべての小学校が運動会を行います。天
気に恵まれて、楽しい運動会が行われることを願っています。
◎ 中学校の教育活動
　小学校から進学した１４８名の新入生を加えた中学校は新学期も軌道に乗ってきたところです。
　今年度の中学校３年生の修学旅行は、４月 14 日～ 16 日に岩江中学校、４月 15 日～ 17 日に三春中学校で実施
されました。
　2 校とも東京 ･ 鎌倉 ･ 千葉方面が旅行目的地です。この教育活動を通して身につける、連帯感や団結力を大切に
してほしいと思います。

▼ 各小中学校の入学式のようす

三春小学校 岩江小学校 御木沢小学校

沢石小学校中郷小学校中妻小学校

三春中学校 岩江中学校

三春町内の小学校７校（要田小
学校を含む）・中学校２校の教
育活動が本格的にスタートしま
した。
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町立三春病院News町立三春病院News

３月９日～４月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ

ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
／
御
祭
む
つ
み
会
ス
ポ
ー
ツ

民
踊
／
平
沢
な
か
よ
し
会
／
あ

さ
か
の
ま
ご
こ
ろ
会
／
沢
石
老

人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
女
性
部

／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上

貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ

子
（
大
町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担

橋
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

／
山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）
／

橋
本
光
子
（
御
免
町
）
／
石
塚

ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
國
分
シ
ヅ

子
（
新
町
）
／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下

舞
木
）
／
桑
原
拓
海
（
中
町
）

／
渡
辺
芳
雄
（
馬
場
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

世界高血圧デー（高血圧の日）（５月 17 日）
　「世界高血圧連盟（WHL）」によって「高血圧」及びその管理に関する啓発を目的に「世界高血圧
デー：World Hypertension Day」が、2005 年 5 月 17 日に制定されました。
　高血圧（140/90 mmHg 以上）は、日本人の三大死因のうちの二大疾患である脳卒中や心臓病など、
生命に関わる病気を引き起こす最も主要な原因となっています。
　しかし現在、日本に約 4,000 万人と推定されている高血圧患者のうち、実際に治療を受けている
のはわずか 2 割の約 800 万人といわれています。日本でも「高血圧の日」（2008 年制定）として
高血圧の理解を深めていただけるよう、啓発活動が行われています。

★ 病院モニター会議　３月 12 日

　平成 26 年度最終となる第３回病院モニター会議を開催し、３名のモ
ニターの方々に出席いただきました。この会議は、地域の皆様から病
院に対するご意見を直接伺い、今後の運営に役立てていくことを目的
としています。
　当日は、ＣＴ等の医療機器の紹介や、外来待ち時間調査、患者満足
度調査等の報告後、モニターの方々との意見交換が行われました。
　今年度も引き続きモニター会議を開催する予定です。

病院モニター会議のようす

★ 新入職員オリエンテーション　４月４日

　新入職員へのオリエンテーションの一環として、星総合病
院の防災センター長による「防災について」の講義を行いま
した。火災の発見と通報、初期消火活動などについて話しが
あり、新入職員の皆さんは真剣な面持ちで受講していました。

★ 着任医師のご紹介

　４月１日より医師が着任しましたのでご紹介
します。
○ 齋藤広信医師（診療科：内科）
○ ひと言メッセージ：地域の方のお役に立て

るよう頑張ります。オリエンテーションのようす
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百
杯
宴
広
場
、
公
衆
ト
イ
レ

　
　
　
　

３
棟
の
整
備
が
完
了

町
内
の
小
・
中
学
校
で

　

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

第
２
も
み
じ
山
の
植
樹
作
業

　
　
　
　
　

 

を
実
施
し
ま
し
た

さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
　
　

 

作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

４
月
４
日
、
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
さ
く

ら
湖
周
辺
の
向
山
森
林
公
園
、
さ
く
ら
の
公
園
、

石
畑
水
生
生
物
園
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
さ
く
ら
湖

流
域
の
住
民
や
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
さ

く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

クリーンアップ作戦に参加した皆さん

　

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
４
月
６
日
に
入
学
式

が
行
わ
れ
、
小
学
校
で
は
１
４
０
名
が
、
中
学
校

で
は
１
４
８
名
が
新
し
い
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

三
春
小
学
校
で
は
、
新
入
生
49
名
を
迎
え
て

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
新
入
生
の
名
前
が
一
人
ひ
と

り
呼
ば
れ
る
と
、
新
入
生
は
元
気
に
返
事
を
し
、

そ
の
場
に
起
立
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
太
田
校
長
と
遠
藤
教
育
長
か
ら
、
新
入
生

を
代
表
し
て
小
松
海
斗
さ
ん
と
佐
久
間
美
桜
さ
ん

に
教
科
書
、
入
学
祝
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校

生
活
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

教科書給与・祝い品授与のようす

　

３
月
29
日
、
第
２
も
み
じ
山
整
備
事
業
と
し

て
も
み
じ
山
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん
、
町
職
員
総

勢
46
人
が
参
加
し
、
約
２
３
０
本
の
も
み
じ
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
継
続
的
に
も
み
じ
を
植
栽
し
、

秋
に
は
周
辺
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
ダ
ム
周
辺
を

ゆ
っ
た
り
散
策
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

植樹作業に参加した皆さん

　

町
で
は
、
福
島
県
施
行
の
桜
川
河
川
改
修
事

業
に
併
せ
、
桜
川
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
平
成
26
年
度
は
「
中
町
」（『
ベ
ニ
マ
ル

跡
地
』）、「
大
町
」（『
割
烹
八
文
字
屋
』
裏
）
お

よ
び
「
山
中
」（『
田
村
大
元
神
社
』
向
か
い
）

の
３
箇
所
に
公
衆
ト
イ
レ
を
建
設
し
、『
壱
番
館
』

裏
に
「
百
杯
宴
広
場
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

百
杯
宴
広
場
整
備
に
植
樹
す
る
樹
木
を
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
30
の
企

業
・
個
人
か
ら
寄
贈
申
込
み
が
あ
り
、
う
ち
移

植
先
の
条
件
な
ど
か
ら
22
の
企
業
・
個
人
の
方
々

か
ら
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
整
備
が
進
ん
だ
桜
川
筋
を
は
じ
め
、
中
心

市
街
地
を
散
策
し
、
各
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

整備した百杯宴広場
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滝
桜
の
子
孫
樹
を
使
用
し
た

生
地
を
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

北
海
道
帯
広
市
の
市
川
さ
ん
方
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
き
ま
し
た

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

卒
団
式
開
催

桜
の
カ
ー
ド
で

　

読
書
の
滝
桜
咲
き
ま
し
た
！

　

４
月
２
日
か
ら
５
月
２
日
ま
で
、
町
民
図
書

館
に
お
い
て「
読
書
の
滝
桜
」を
展
示
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
来
館
さ
れ
た
方
に
桜
の
形
の
カ
ー

ド
を
お
配
り
し
、
お
す
す
め
の
本
な
ど
、
本
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
な
ぞ
な
ぞ
が
大
す
き
」
と
い
っ
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
、「
色
々
な
本
に
出
会
う
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
い
っ
た
大
人
ま
で
、
様
々
な
方
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま

し
た
。

　

図
書
館
内
に
展
示
さ
れ
た
滝
桜
の
木
に
は
、

寄
せ
ら
れ
た
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
貼
り
付
け
ら

れ
、
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
ご
記
入
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

咲いた読書の滝桜

　

３
月
29
日
、
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
に

お
い
て
平
成
26
年
度
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
卒
団
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
12
団
体
中
52
名
の
団
員
が

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
卒
団
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
単
位
団
の
代
表
11
名
が
卒
団

生
代
表
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
練

習
や
試
合
な
ど
で
の
経
験
や
思
い
出
を
後
輩
や

コ
ー
チ
・
監
督
、保
護
者
に
向
け
て
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
日
頃
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
熱
心

に
指
導
し
て
い
る
指
導
者
へ
の
優
良
指
導
者
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒団式に出席した皆さん
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染
色
家
で
人
間
国
宝
で
あ
る
志
村
ふ
く
み
さ

ん
が
、
昨
年
、
三
春
滝
桜
の
子
孫
樹
を
使
用
し

た
着
物
「
瀧
櫻
（
た
き
ざ
く
ら
）」
を
作
成
し
、

そ
の
生
地
を
三
春
町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

志
村
さ
ん
は
、
滝
桜
の
持
つ
自
然
の
力
強
さ

を
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」

と
し
て
制
作
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

贈
呈
式
に
は
、
志
村
さ
ん
と
交
流
の
あ
る
石

田
智
子
さ
ん
が
出
席
し
、
町
長
に
生
地
の
入
っ

た
額
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
実
際
に
作
ら
れ
た
着
物
も
持

参
さ
れ
、
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄贈された生地

　

北
海
道
帯
広
市
の
市
川
幹
雄
さ
ん
、
市
川
文

雄
さ
ん
ご
兄
弟
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

各
５
０
０
万
円
ず
つ
、
合
せ
て
１
千
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
両
親
が
三
春
町
出
身
と
い
う
こ

と
で
、
東
日
本
大
震
災
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
で
４
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

兄
の
幹
雄
さ
ん
が
４
月
15
日
に
三
春
町
を
訪

れ
、「
三
春
は
第
二
の
古
里
で
あ
り
、
復
興
に
少

し
で
も
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
目
録
を
町
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

ふるさと納税をされた市川さん（左）



三
春
町
鳥
獣
被
害
対
策

　
　
　

  

実
施
隊
委
嘱
状
交
付

三
春
小
６
年
生
が

　
　

遊
具
の
塗
装
を
し
ま
し
た

富
田
耕
一
さ
ん
（
富
沢
）

　
　
　
　
　

旭
日
単
光
章
受
章

　

富
田
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
10
月
か
ら
昭
和
62

年
９
月
ま
で
の
12
年
間
に
わ
た
り
、
三
春
町
議

会
議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
議

員
在
任
中
、教
育
文
化
・
商
工
業
・
福
祉
な
ど
様
々

な
分
野
へ
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
今
回

の
受
章
に
至
り
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
に
役
場
公
室
に
て
、町
長
、副
町
長
、

議
会
議
長
立
会
い
の
も
と
、
福
島
県
県
中
地
方

振
興
局
長
か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受章された富田さん（中央左）

　

３
月
13
日
、
三
春
小
学
校
６
年
生
が
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
「
三
春
大
好
き
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
学
ん
だ
こ
と
の
実
践
と
し
て
、
担
橋

公
園
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
具
は
、
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、

塗
装
の
痛
み
が
激
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
違

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ペンキ塗りをする三春小学校６年生

　

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
の
三
春
町
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
隊

員
は
26
名
で
任
期
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

三
春
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
イ
ノ
シ
シ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

防
止
の
た
め
、
猟
銃
や
わ
な
を
用
い
た
捕
獲
活
動
に

従
事
し
ま
す
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
お

困
り
際
は
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

新規隊員の飯武一さん（平沢）（左）
と隊長の佐久間島貴さん（実沢）（中央）

〈「
集
団
け
ん
し
ん
」
の
お
し
ら
せ
〉

　

今
年
も
「
集
団
け
ん
し
ん
」
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
４
月
に
、
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封
筒

を
お
届
け
し
ま
し
た
の
で
、
同
封
の
「
三
春
町
成

人
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
確
認
の
上
、
受
け
て
く

だ
さ
い
。指
定
日
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

都
合
の
よ
い
日
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

40
歳
か
ら
74
歳
の
三
春
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
の
実
施
が
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保

険
・
被
用
者
保
険
）
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

40
歳
か
ら
74
歳
の
三
春
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
定
健
康
診
査
を
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。
特
定
健
康
診
査
は「
集
団
け
ん
し
ん
」

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
事
業
所

ま
た
は
医
療
機
関
で
同
等
の
健
診
を
受
け
て
い
る

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

　

若
い
年
代
の
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
が
増
え
て
い

ま
す
。
２
年
に
１
回
は
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
の
間
に
40

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
に
な
る
方
が
対
象
で
す
が
、
昨

年
度
未
受
診
の
方
は
、
ぜ
ひ
今
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

乳
が
ん
集
団
検
診
は
５
月
に
行
い
ま
す

　

乳
が
ん
集
団
検
診
は
完
全
予
約
制
で
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
受
付
を
締
切
り
ま
す
。
７
月
か
ら
実
施
す
る

施
設
検
診
は
予
約
が
と
り
に
く
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
検
診
を
ご
希
望
の
方
は「
集
団
け
ん
し
ん
」

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

大
腸
が
ん
検
診
を
ご
希
望
の
方
へ

　

事
前
に
大
腸
が
ん
検
診
用
の
容
器
を
お
渡
し
し

ま
す
。
ま
だ
お
手
元
に
な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
は

▼ 総合集団けんしん日程 す
ぐ
に
お
渡
し
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
不
用
の
検

査
用
容
器
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

子宮頸がん・骨粗しょう症集団検診

5月26日（火）

6月21日（日）

実施日 会場 受付時間 対象地区

岩江センター

保健センター

午前９時～９時30分

午前８時～８時30分

午前10時～10時30分

岩江
大町・中町・八幡町・荒町・
北町・新町・八島台

沢石・要田・御木沢・中妻・中郷

実施日 会場 受付時間

乳がん集団検診

6月1日（月） 岩江センター

5月23日（土）
5月24日（日）
5月25日（月）
6月2日（火）

保健センター

①午前9時集合　
②午前10時集合
③午後1時30分集合　
④午後2時30分集合
対象の方はご希望の日程をお申し
込みください。

実施日 会場 対象地区

5月  7日（木）

5月  8日（金）

5月11日（月）

5月12日（火）

5月13日（水）

5月14日（木）

5月15日（金）

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

岩江センター

岩江センター

八島台集会所

中町・北町

大町・荒町

八幡町

新町

下舞木3区・4区

下舞木1区・2区

八島台

▼ 婦人科集団けんしん日程▼ 

予
約
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　5 月 3 ～ 6・11・18・25 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　５月 7・11・18・25 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　５月 7・11・18・25 日
 （☎ 62-5263）
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　５月 11・18・25 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　5月18日（行事のため）、日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　5 月 12・29 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　13・20・27 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　3・10・17・24・31 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　16 日（土）・17 日（日）
　 午前９時～午後４時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

　坂入恵美（姉）真紀（妹）による「ふるさと」「四季の童謡メドレー」「知っ
て驚く！童謡秘話コーナー」「ゆりかごのうた」「花は咲く」「さんぽ」ほか、
盛りだくさんのコンサートです。お子さまから大人まで、ご家族そろってお
楽しみください。
◆ 日　時　   ５月 24 日（日）午後２時開演
◆ 入場料　　全席指定一般：1,500 円（当日は 1,800 円）
　　　　　 　3 歳以上中学生以下：500 円（当日は 700 円）
　 ただいま好評発売中！良いお席はお早めにお買い求めください。
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

～  親から子どもの 3 世代でたのしめる ～
　坂入姉妹 童謡・愛唱歌ふれあいコンサート

～ 今、日本人として唄わなければならない歌がある ～
　東京大衆歌謡楽団による懐かしい昭和の歌謡メロディ

　唄・髙島孝太郎、アコーディオン・髙島雄次郎、ウッドベース・髙鳥玲の
兄弟 3 人によるユニット。様々な音楽が凝縮された昭和初期の流行歌をお楽
しみください！
※入場料、チケット発売日は今月上旬には決定いたします。

三春町武道館剣道スポーツ少年団の紹介
　当スポーツ少年団は、いつでもどこでもあいさつができる礼儀正しい人、
思いやりのある人になることを目指して活動しています。「大きい声で元気
を出す」ことをモットーに、週 2 回剣道の基本動作を中心に稽古をしています。
稽古は礼で始まり、終わりには全員で黙想をしています。
　葛尾村が三春町に役場機能を移した平成 23 年夏からは、葛尾少年剣道団
と一緒に稽古したり、同じチーム
で大会に出場したりしています。
　稽古は月曜日と木曜日の午後 6
時 30 分から 8 時まで、三春町武
道館（三春中学校武道場）で行っ
ています。防具は団の備品を使う
ことができますので、お気軽に見
学に来てください。
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ ５月のイベント情報 ◆◆◆

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　春の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　　５月８日（金）、16 日（土）
　　　　 　　午後 7 時～ 9 時　※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546　カブトムシの幼虫を採集し、飼育法を指導します。
（実施場所：ボート場）
▶ 日　時　　５月 23 日（土）午前 10 時～午後０時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 持参品／参加料　飼育ケース／無料

カブトムシの幼虫採集

　郡山市の逢瀬公園で植物・昆虫などの観察を行な
います。
▶ 日　時　　５月 30 日（土）午前９時 30 分～午後４時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　　500 円
▶ 持参品　　活動しやすい服装・弁当・飲み物

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

自然観察会

坂入姉妹童謡・愛唱歌ふれあいコンサート

ベビーマッサージ

22日（金）

東北青少年音楽コンクール福島予選会

「日本と原発」上映会

三春磐州市 「さつき市」
5月
16日（土）

5月

5月

10日（日）
5月

24日（日）

5月
30日（土）
～31日（日）

パソコン町民講座を開催します
　三春交流館「まほら」でパソコン町民講座を開催します。「パソコンは壊しそうでさわれない」「パソコンはある
けれど使い方がわからない」という方も大歓迎です。この機会にパソコンに触れてみませんか？
▶ 講習内容／開催日
▷ ワード入門講座（５日間）夜間の部　６月 26 日（金）・27 日（土）・30 日（火）・７月１日（水）・２日（木）
▷ エクセル入門講座（５日間）夜間の部　７月３日（金）・４日（土）・７日（火）・８日（水）・９日（木）
▶ 講習時間　夜間の部　午後７時～８時 45 分
▶ 場所　三春交流館「まほら」
▶ 募集人数　各講座８名　※ 希望者が５名未満の講座は中止します。
▶ 受講料／テキスト代　各 2,000 円／ 2,160 円（ワード、エクセル共通）
▶ 使用パソコン　会場にあるパソコン（Windows xp Microsoft offi  ce2007）
※ 自分のものを持ち込むことはできません。
▶ 申込締切／申込先　６月 17 日（水）／三春交流館「まほら」（申込の際に受講料をお支払いください。）
※ 詳しくは、お問い合わせいただくか、三春交流館「まほら」備え付けのチラシをご覧ください。

趣
味
・
教
養
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〈町民図書館☎ 62-3375〉

5月13・27日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 5月10日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 5月14・21日（木）
放課後 小学生低学年

〈中央児童館☎ 62-8666〉

5月2日（土）
13時30分 中央児童館

図書館ボランティアの方による読み聞
かせなど

町内クリーン作戦（ゴミ拾い）

年間活動計画作り

特になし

クラブ員

中央児童館 内容：カブト虫の幼虫をさがそう
指導者：教育ボランティアの皆さん

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所
5月2日（土）
10時

ボランティア活動

料理クラブ 5月9日（土）
９時30分

内　容

理科クラブ 小・中学生と保護者
5月23日（土）
9時30分
申込期限5月13日（水）

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

子育て支援
センター

就学前の5月生まれの
お子さんと保護者6組

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを
作り、大きなケーキを囲んでお祝いをします。
5月生まれのお友達集まってね。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さん
との時間をもってみませんか。母子手帳をご持参ください。

対　象行　事 日　時 場　所
おはなし「あのね」
の日
お誕生日のつどい
（要予約）

5月8日（金）
10時45分～11時
5月26日（火）
10時～11時
申込期限5月15日（金）

特になし

特になし

内　容

のびのびの日 5月20日（水）
9時30分～11時食育講座（離乳食講座）

平成27年1月11日
～平成27年2月10日生まれ

3歳児

平成25年9月23日
～10月31日生まれ
平成24年1月24日
～2月28日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル
子どもノート

食改さんのおやつやさんは、22日11時～保健センター開放日

献血
  9時30分～11時30分　　（株）芳三工業（本社）
12時30分～14時30分　　田村警察署
15時00分～17時00分　　三春町役場

平成26年7月1日～
8月11日生まれ

母子手帳・問診票・子どもノート・バスタオル・歯
ブラシ（仕上げ用、子ども用）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

5月19日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

5月21日（木）
13時～13時30分受付
5月20日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

5月15・22日（金）
9時～15時30分 特になし

5月22日（金）

9～10か月児 5月27日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

〈保健センター☎ 62-5110〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　児童館・子育て支援センター・保健センター・図書館の今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わ
せください。
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死
ん
で
た
ま
る
か
︵
伊
東
潤
︶
／
森
に
願

い
を
︵
乾
ル
カ
︶
／
学
園
天
国
︵
五
十
嵐

貴
久
︶／
花
と
ア
リ
ス
殺
人
事
件︵
乙
一
︶

／
粗
忽
長
屋
の
殺
人
︵
河
合
莞
爾
︶
／
千

日
の
マ
リ
ア︵
小
池
真
理
子
︶／
ラ・ミ
ッ

シ
ョ
ン
軍
事
顧
問
ブ
リ
ュ
ネ︵
佐
藤
賢
一
︶

／
レ
オ
ナ
ル
ド
の
扉
︵
真
保
裕
一
︶
／
わ

が
槍
を
捧
ぐ
︵
鈴
木
英
治
︶
／
嗤
う
淑

女
︵
中
山
七
里
︶
／
く
る
す
の
残
光 

天

の
庭
︵
仁
木
英
之
︶
／
異
邦
人
︵
原
田
マ

ハ
︶
／
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｏ
Ｆ 

Ｕ
Ｊ
Ｉ 

小

説
源
氏
物
語
︵
林
真
理
子
︶
／
有
頂
天
家

族 

二
代
目
の
帰
朝
︵
森
見
登
美
彦
︶
／

と
な
り
の
女
神
︵
山
下
貴
光
︶
／
夢
を
ま

こ
と
に
︵
山
本
兼
一
︶
／
朽
ち
な
い
サ
ク

ラ
︵
柚
月
裕
子
︶
／
小
説
へ
の
誘
い
︵
小

池
昌
代
ほ
か
︶
／
も
の
が
た
り
百
人
一
首

︵
中
村
博
︶
／
う
ち
あ
け
話
︵
ポ
ー
ル･

コ
ン
ス
タ
ン
︶

ヘ
ン
な
本
大
全
／
奇
想
の
陳
列
部
屋

／
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
教
会
入
門
／

言
い
が
か
り
１
１
０
番
／
﹁
も
し

※ 新着コーナーには、５月７日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
に
っ
ぽ
ん
の
図
鑑

／
野
馬
追
の
少
年
、
震
災
を
こ
え
て

／
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
／
プ

ラ
ネ
ッ
ト･

オ
ル
ゴ
ー
ル
／
あ
ま
ね

く
神
竜
住
ま
う
国
／
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
／
な
り
た
て
中
学
生
／
モ
ン
ス

タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
ひ
み
つ
の
へ
や
／

う
ち
ゅ
う
へ
い
こ
う
！
／
だ
れ
に
も

話
さ
な
か
っ
た
祖
父
の
こ
と
／
じ
ゅ

ん
び
は
い
い
か
い
／
あ
っ
！
み
ー
つ

け
た
っ
!!
／
ね
ね
ね
の
ね
こ
／
わ
す

れ
た
っ
て
、
い
い
ん
だ
よ
／
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
の
オ
ッ
ト
さ
ん
／
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た

日
／
に
わ
と
り
と
た
ま
ご

も
﹂
に
備
え
る
食
／
日
本
の
土
／
健

康
ダ
イ
エ
ッ
ト 

肥
満
が
招
く
11
の
病

を
防
ぐ
／
野
菜
の
お
い
し
い
使
い
き

り
／
今
日
も
嫌
が
ら
せ
弁
当
／
写
真

で
わ
か
る
は
じ
め
て
の
野
菜
の
つ
く

り
方
／
犬
の
介
護
に
役
立
つ
本
／
色

鉛
筆
の
練
習
帖
３
６
５
／
図
説
楽
器

の
歴
史
／
歌
舞
伎
の
化
粧
／
高
倉
健

１
９
５
６-

２
０
１
４
／
戦
国
の
日
本

語 

五
百
年
前
の
読
む･

書
く･

話
す

／
本
当
の
と
こ
ろ
を
教
え
て
！
放
射

線
の
リ
ス
ク
／
郡
山
の
城
館
／
は
じ

め
て
の
福
島
学

今月の お すす め 本

この絵本では、パピルスから電子書籍
まで、本が今の冊子の形になるまでの
長い歴史を分かりやすく解説していま
す。主人公のしょうたがふと本を開く
と、「いだいなるローマの将軍カエサ
ル」を名乗る小さいおじさんが本から
出てきて…。4 月 23 日から 5 月の 12
日は、こどもの読書週間です。大人も
子どもも、本に親しんでみてください。

『カエサルくんと本のおはなし』
いけがみしゅんいち／文 せきぐ
ちよしみ／絵 福音館書店

『カエサルくんと本のおはなし』

★ 
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
幼
少
の
と
き
か
ら
書
物
に
親
し

み
、
読
書
の
喜
び
や
楽
し
み
を
知

り
、
も
の
ご
と
を
正
し
く
判
断
す

る
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大

切
な
こ
と
か
︙
。
子
ど
も
に
読
書

を
勧
め
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
に

と
っ
て
も
子
ど
も
の
読
書
の
大
切

さ
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
標
語
は
「
本
は
キ
ラ
キ
ラ

万
華
鏡
」。
三
春
町
民
図
書
館
で
は
、

お
す
す
め
の
こ
ど
も
の
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、

心
に
栄
養
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

○
● 

夏
の
軽
装
運
動
を
実
施
し
ま
す 

●
○

　

省
エ
ネ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
の

間
、
職
員
の
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冷
房
の
室
内
温
度
を
高
め
に
設
定
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

子
ど
も
・
親
子

健　

康
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〈
県
民
健
康
調
査
「
甲
状
腺

検
査
」
説
明
会
開
催
〉

　
東
日
本
大
震
災
後
の
放
射
線
被

害
に
関
す
る
県
民
の
不
安
や
疑
問

を
軽
減
す
る
た
め
、「
甲
状
腺
検

査
」
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
申

込
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
時　
６
月
７
日
（
日
）
午
前

　

10
時
～
11
時
30
分

▼ 
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
機

　

能
訓
練
室

▼ 

内
容　
甲
状
腺
検
査
の
内
容
と

　

結
果
に
つ
い
て
、
甲
状
腺
が
ん

　

と
一
般
的
な
が
ん
の
特
徴
、
基

　

本
調
査
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答

▼ 

対
象
者　
甲
状
腺
検
査
受
検
者

　

ま
た
は
そ
の
保
護
者
、
そ
の
他

　

ご
希
望
の
方

▼ 

講
師　
福
島
県
立
医
科
大
学
放

　

射
線
健
康
管
理
学
講
座 

准
教
授 

　

緑
川
早
苗
医
師

▼ 

持
参
品　
甲
状
腺
検
査
結
果
通

　

知
書
（
※
お
持
ち
の
方
は
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の

お
知
ら
せ
〉

　
い
つ
も
心
が
元
気
だ
と
い
い
の

で
す
が
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
と
、
こ
こ
ろ
の
不
調

は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で

す
。
家
庭
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、

職
場
の
こ
と
。
誰
に
話
し
た
ら
い

い
の
か
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
、
心
配
事
や
悩
み
事
を
か

か
え
て
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
、
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
（
完
全
予
約
制
）

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼ 

日
程　
５
月
21
日
（
木
）
午
前

　

９
時
30
分
～

▼ 

相
談
担
当　
臨
床
心
理
士

　

横
山
美
香

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問

　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
）

　

☎
62-

５
１
１
０



〈
健
康
づ
く
り
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
教
室
の
お
知
ら
せ
〉

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

毎
月
２
回
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
教
室
で
は
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
だ

〈
妊
婦
さ
ん
の
歯
科
健
診
費

用
を
助
成
し
ま
す
〉

　
妊
娠
中
は
む
し
歯
や
歯
周
病
な

ど
の
病
気
が
悪
化
し
や
す
く
、
歯

周
病
は
早
産
な
ど
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
安
定
期
に
歯
科
健
診

を
受
け
歯
科
医
師
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
以
降
に
受
診
し
た
妊
婦

歯
科
健
診
に
つ
い
て
費
用
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
者　
三
春
町
に
住
所
を
有

　

す
る
妊
婦
（
妊
娠
期
間
中
１
回
）

▼ 

助
成
額　
３
、５
０
０
円

▼ 

助
成
方
法　
対
象
者
に
受
診
券

　

と
請
求
書
類
を
交
付
し
ま
す
。

　

希
望
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、

　

一
旦
費
用
を
支
払
っ
た
後
、
領

　

収
書
と
結
果
を
添
え
て
、
町
に

　

請
求
く
だ
さ
い
。

〈
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
〉

　
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の
申

請
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

① 

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　
申
請

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
、
失
業
等
の
事
由
が
あ

る
場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
免
除

ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

② 

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

③ 

学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 

失
業
等
の
事
由
で
免
除
申
請
を

　

す
る
場
合
、
雇
用
保
険
被
保
険

　

者
証
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基

　

金
に
加
入
中
の
場
合
、
免
除
等

　

が
承
認
さ
れ
る
と
脱
退
と
な
り

〈
平
成
27
年
度
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ
〉

　
不
妊
治
療
を
行
う
夫
婦
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼ 

対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

① 

特
定
不
妊
治
療
指
定
医
療
機
関

　
（
所
在
地
の
自
治
体
で
指
定
を
受

　

け
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
）
に

　

お
い
て
不
妊
治
療
を
受
け
た
方

② 

「
体
外
受
精
」「
顕
微
授
精
」
を

　

行
っ
た
法
律
上
の
夫
婦
で
、
特

　

定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に

　

よ
る
妊
娠
可
能
性
が
低
い
と
医

　

師
に
診
断
さ
れ
た
方

③ 

夫
婦
い
ず
れ
か
一
方
が
町
内
に

　

住
民
登
録
を
し
、
助
成
に
か
か
る

　

治
療
開
始
日
に
妻
の
年
齢
が
43
歳

　

未
満
で
あ
る
こ
と

④ 

助
成
申
請
日
現
在
、
夫
婦
ま
た

　

は
町
内
に
住
所
登
録
し
て
い
る

　

方
に
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼ 

助
成
額　
１
回
の
治
療
に
つ
き

　

10
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
県
の
助
成
事
業
を
利
用

　

し
て
い
る
方
は
、
県
制
度
に
よ
る

　

給
付
額
を
控
除
し
た
額
が
助
成

　

対
象
費
用
に
な
り
ま
す
。

▼ 

助
成
回
数　

▽ 

39
歳
ま
で
の
方　
通
算
６
回
ま

　

で
（
助
成
期
間
の
制
限
な
し
）

▽ 

40
歳
以
上
の
方　
通
算
３
回
ま
で

※ 

年
齢
は
助
成
制
度
に
お
け
る
治

　

療
開
始
日
時
点
の
年
齢
で
す
。

▼ 

申
請
書
類　

① 

三
春
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

申
請
書
お
よ
び
印
鑑

② 

三
春
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

事
業
受
診
等
証
明
書

③ 

指
定
医
療
機
関
が
発
行
し
た
特

　

定
不
妊
治
療
費
領
収
金
額
の
明

　

細
書
ま
た
は
領
収
書
等
（
そ
の

　

写
し
で
も
可
）

④ 

福
島
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

事
業
承
認
決
定
通
知
書
（
該
当

　

す
る
方
の
み
）

⑤ 

夫
婦
の
住
所
を
確
認
で
き
る
書

　

類
〔
住
民
票
謄
本
〕（
発
行
か

　

ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）

⑥ 

法
律
上
の
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を

　

証
明
す
る
書
類
〔
戸
籍
謄
本
〕

　
（
⑤
で
確
認
で
き
る
場
合
は
省

　

略
で
き
る
。）

⑦ 

町
が
発
行
す
る
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ

　

の
完
納
証
明
書
（
町
内
に
住
民

　

登
録
を
し
て
い
る
方
の
完
納
証

　

明
書
）

⑧ 

口
座
振
込
み
の
た
め
の
申
請
者

　

名
義
の
通
帳

※ 

⑤
～
⑦
の
書
類
は
、「
申
請
書

　

の
同
意
欄
」
に
お
い
て
同
意
し

　

て
い
る
場
合
に
は
省
略
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

　
治
療
終
了
日
の
属
す
る
年
度
末

ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
27
年
４

月
～
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

治
療
を
終
了
し
た
場
合
は
、
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

連絡先 所在地
いちかわクリニック 
福島県立医科大学附属病院
福島赤十字病院
アートクリニック産婦人科
会津中央病院
あみウイメンズクリニック
乾マタニティクリニック
あべウイメンズクリニック
ひさこファミリークリニック
いわき婦人科

医療機関名
024-554-0303
024-547-1111
024-534-6101
024-523-1132
0242-25-1515
0242-37-1456
024-925-0705
024-923-4188
024-952-4415
0246-27-2885

福島市南矢野目字鼓田6-1
福島市光が丘１
福島市入江町11-31
福島市栄町6-1エスタビル12F
会津若松市鶴賀町1-1
会津若松市八角町4-21
郡山市並木3-5-18
郡山市富久山町久保田字伊賀河原6-1
郡山市中ノ目1-26-2
いわき市内郷綴町大木下3-2

▶ 県内の指定医療機関
※ 

他
の
都
道
府
県
で
指
定
さ
れ
て

　

い
る
医
療
機
関
の
場
合
で
も
助

　

成
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 
☎
62-

５
１
１
０

▼ 

請
求
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

け
で
な
く
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
健

康
の
情
報
も
聞
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
５
月
14
日
・
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
町
民
体
育
館

▼ 

対
象　
三
春
町
在
住
の
方

▼ 

持
参
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

※ 

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６
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〈
堆
肥
を
使
っ
て
土
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
〉

　

町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
定

管
理
者
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り

公
社
が
、
堆
肥
の
製
造
を
し
て
い

ま
す
。
放
射
性
物
質
濃
度
を
定
期

的
に
測
定
し
、
基
準
値
以
内
の
も

の
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー

に
よ
る
ほ
場
へ
の
散
布
請
負
も
可

能
で
す
。
地
力
の
向
上
、
化
学
肥

料
の
低
減
に
取
り
組
み
た
い
と
思

う
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
販
売
料
金
な
ど
は
、
次
の
と

　

ま
す
。

○ 
過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申

　
請
が
で
き
ま
す
。

　

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、
過

去
２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
か
月

前
の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
を

申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と

万
一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

老齢・障害・遺族
基礎年金の受給
資格期間

納付 若年者納付猶予
（学生納付特例）

○

老齢基礎年金額
の計算

全額
免除

一部
免除 未納

○ ○

○ ○
※注1

× ×

×

○
※注1、2

○
※注2

▶「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
（
注
１
）
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と

　

比
べ
て
、
受
け
取
る
金
額
が
次

　

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
（
平
成 表内　○：含まれる、×：含まれない

〈
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税

の
改
正
に
つ
い
て
〉

　

広
報
み
は
る
平
成
26
年
12
月
号

に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
税
制
改

正
に
伴
う
平
成
27
年
度
軽
自
動
車

税
の
改
正
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、
今
般
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

二
輪
車
な
ど
に
つ
い
て
の
税
額
改

正
は
１
年
見
送
ら
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
輪
車
な
ど
に
お

け
る
新
税
額
の
適
用
は
平
成
28
年

度
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
軽
四
輪
車
な
ど
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
改
正
の
と
お
り
平

成
27
年
度
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

区分 現行

原動機付
自転車

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円
4,700円

平成28年度～
50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー
125cc超250cc以下
250cc超
農耕作業用のもの
その他のもの

軽二輪
小型二輪

小型特殊

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,600円
2,400円
5,900円

▼ 

問　
税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
７

▶ 二輪車などの税額

　

21
年
４
月
以
降
の
免
除
期
間
）

▽ 

全
額
免
除
の
場
合
２
分
の
１

▽ 

４
分
の
３
免
除
の
場
合
８
分
の
５

▽ 

半
額
免
除
の
場
合
４
分
の
３

▽ 

４
分
の
１
免
除
の
場
合
８
分
の
７

（
注
２
）
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、

　

減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
な

　

い
と
「
未
納
」
と
同
等
の
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

お
り
と
な
り
ま
す
。

▽ 

バ
ラ　
４
、０
０
０
円
／
ト
ン（
町

　

内
現
地
ほ
場
渡
し
）、
３
、６
０
０

　

円
／
ト
ン
（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
渡
し
）

▽ 

小
袋　
４
０
０
円
／
袋
（
12
ｋ

　
ｇ
程
度
）

▽ 

散
布
請
負
（
１
ほ
場
）

　

２
、０
０
０
円
／
２
ト
ン
ま
で

（
２
ト
ン
毎
１
、０
０
０
円
増
）

▼ 

問　
三
春
の
里
田
園
生
活
館

　
　
　

 

☎
62-

８
０
１
０

　
　
　

 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

▶ 今年度の審査会日程

〈
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を

発
見
さ
れ
た
方
は
、
登
録
を

受
け
て
く
だ
さ
い
〉

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
引
越
し
な

ど
で
新
た
に
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
発
見
し

た
と
き
は
、
ま
ず
、
田
村
警
察
署

へ
連
絡
し
、
発
見
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
済
む
と
、
県
教
育
委

員
会
か
ら
登
録
審
査
会
の
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
審
査
会
の

日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
の
も

の
で
も
、
相
続
や
贈
与
な
ど
で

所
有
者
が
代
わ
っ
た
り
、
登
録
証

を
失
く
し
た
場
合
に
も
手
続
き
が

必
要
で
す
。
手
続
き
を
怠
る
と
罰

則
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
文

化
財
課
あ
る
い
は
町
歴
史
民
俗

資
料
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

審査日 審査対象
5月21日（木）
7月15日（水）
9月18日（金）
12月3日（木）

平成28年2月18日（木）

刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類
刀剣類のみ
刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類

いわき合同庁舎
郡山市労働福祉会館
会津若松市合同庁舎
福島県庁

郡山市労働福祉会館

会場

▼ 

問　
福
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
７
８
７

　
　
　

 

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３
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広　
告　
欄

〈
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持

ち
の
特
別
永
住
者
の
方
へ
〉

　
平
成
24
年
７
月
９
日
に
外
国
人

登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
特
別
永
住

者
の
方
が
所
持
し
て
い
る
外
国
人

登
録
証
明
書
は
、
一
定
期
間
、
有
効

と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
有
効
期
間
が

満
了
す
る
ま
で
に
外
国
人
登
録
証

明
書
を
特
別
永
住
者
証
明
書
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
登
録
証
明
書
か
ら
特
別

永
住
者
証
明
書
に
切
替
え
を
し
て

い
な
い
方
で
、
平
成
27
年
７
月
８

日
ま
で
に
次
回
切
替
申
請
期
間
の

始
期
で
あ
る
誕
生
日
が
到
来
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
期
限
ま
で
に
、

役
場
住
民
課
の
窓
口
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
永
住
者
や
日
本
人
の
配

偶
者
な
ど
の
在
留
資
格
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
仙
台
入
国
管
理
局

郡
山
出
張
所
（
法
務
局
内
１
階
）

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

入
国
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.im

m
i-m

oj.go.jp/
keiziban/pdf/kirikaenoosirase.pdf

▼ 

必
要
な
も
の　
旅
券
、
外
国
人

　

登
録
証
明
書
、
写
真
１
葉
（
縦

　

４
㌢
×
横
３
㌢
）

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
〉

　
夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
労
苦

に
対
し
、
県
内
で
金
婚
式
（
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
昭
和
40
年
１
月
１
日

　

か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
結

　

婚
し
た
夫
婦
全
組
を
対
象
と
し

　

ま
す
。
ま
た
、
前
回
ま
で
に
届

　

け
出
漏
れ
の
方
も
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
保
健

　

セ
ン
タ
ー
、
役
場
住
民
課
、
三
春

　

町
福
祉
会
館
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

　

ブ
の
代
表
者
の
い
ず
れ
か
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
限　
６
月
30
日
（
火
）

▼ 
表
彰
日
時　
日
程
が
決
ま
り
次

　

第
、
申
込
さ
れ
た
方
々
へ
直
接

　

連
絡
し
ま
す
。

▼ 

主
催　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

　

合
会
、
福
島
民
報
社

▼ 

後
援　
福
島
県
、
福
島
県
市
長

　

会
、
福
島
県
町
村
会

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御

存
じ
で
す
か
〉

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
な
か

に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
６
月
１

日
を
中
心
に
一
層
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
行
い
、
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
が
皆
さ
ん
の
町
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

三
春
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
七

海
浩
一
さ
ん
、
橋
本
多
美
子
さ
ん
、

加
藤
康
子
さ
ん
、
髙
橋
正
美
さ
ん

の
４
名
で
す
。

　

６
月
２
日
（
火
）
は
三
春
町
役

場
４
階
委
員
会
室
に
て
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
特
設
人
権
相

談
所
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

　
　
　

 

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０

〈
平
成
27
年
度
消
費
生
活
無

料
法
律
相
談
〉

　
県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の
専

門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
次
の
２
か
所
で
い
ず
れ

も
、
来
所
か
電
話
で
の
相
談
で
、

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼ 

県
中
地
方
振
興
局
で
の
相
談

▽ 

相
談
日　
奇
数
月
（
５
、７
、９
、

　

11
、
１
、３
月
）
の
第
２
火
曜
日

▽ 

相
談
時
間　
午
後
１
時
15
分
～

　

４
時
45
分
（
１
人
30
分
程
度
）

▽ 

会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　
（
郡
山
市
虎
丸
町
７-

７
）

▽ 

相
談
担
当　
弁
護
士

▼ 

申
込
・
問　
県
中
地
方
振
興
局

　

県
民
環
境
部
県
民
生
活
課

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
９
５

▼ 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

▽ 

相
談
日　
原
則
、
毎
週
木
曜
日

▽ 

相
談
時
間　
午
後
１
時
～
５
時

　
（
１
人
30
分
程
度
）

▽ 

会
場　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
市
中
町
８-

２
）

▽ 

相
談
担
当　
第
１
・
３
木
曜（
弁

護
士
）、
第
２
・
４
木
曜
（
司
法

書
士
）

▼ 

申
込
・
問　
県
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

０
９
９
９

〈
飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

開
催
の
ご
案
内
〉

【
学
科
講
習
】

▼ 
日
時　
６
月
３
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

２
階
大
会
議
室
（
須
賀
川
市
旭

　

町
１
５
３
番
１
号
）

【
実
技
講
習
】

▼ 

日
時　
６
月
10
日
（
水
）

　

 　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼ 

場
所　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

２
階
大
会
議
室
（
須
賀
川
市
旭

　

町
１
５
３
番
１
号
）

▼ 

注
意
事
項

▽ 

学
科
講
習
は
、
飼
い
主
さ
ん   

　

の
み
の
参
加
で
す
。
飼
い
犬
は

　

連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

　

の
参
加
で
す
。

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録

　

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

　

施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

▽ 

感
染
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ
ク

　

チ
ン
の
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

第
３
回
は
９
月
に
予
定
し
て
い

　

ま
す
。

※ 

参
加
料
は
無
料
で
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
２
１

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７
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広　
告　
欄

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
５
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
に
金
融
機
関

届
出
印
鑑
、
通
帳
と
水
道
料
金
の
領

収
書
を
持
参
し
て
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡
山

信
用
金
庫
、
各
本
店
・
各
支
店
、
郵

便
局
、
東
北
労
働
金
庫
郡
山
支
店
、

郡
山
東
支
店

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集
〉

　
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
と
は
、
25

セ
ン
チ
四
方
の
マ
ス
が
並
ん
だ

マ
ッ
ト
で
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
運
動

で
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
増

進
、
転
倒
予
防
、
認
知
症
予
防
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
指
導
員
を
補
佐
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
資
格
で
あ
る
「
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
」
を

〈
防
災
・
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
〉

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
、
火
災
や
異
常
を
早

期
に
知
ら
せ
、
あ
な
た
の
命
や
財

産
を
守
り
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
今

す
ぐ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置

さ
れ
て
い
る
住
宅
で
は
、
定
期
的

に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-
８
１
７
２

〈
ご
み
の
出
し
方
の
お
願
い
〉

　

新
聞
は
袋
に
入
れ
た
場
合
で

も
、
必
ず
ひ
も
で
し
ば
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
雑
誌
類
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
も
、
必
ず
ひ
も
で
し
ば
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
時
に
袋
が
破
け
て
飛
散
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

養
成
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
地

域
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
条
件　
三
春
町
在
住
で
、

　

活
動
に
興
味
が
あ
り
、
町
の
事

　

業
に
協
力
が
可
能
な
方
で
、
講

　

座
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

▼ 

日
程　
５
月
14
日
（
木
）
午
後
、

　

28
日
（
木
）
午
前
・
午
後
、
６

　

月
４
日
（
木
）
午
前･

午
後

▼ 

実
施
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

実
施
内
容　
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

　

プ
に
関
す
る
講
習
お
よ
び
実
技

　

講
習

▼ 

費
用　
無
料

▼ 

募
集
定
員　
15
名

▼ 

募
集
期
限　
５
月
11
日
（
月
）

※ 

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
と

　

し
ま
す
。

※ 

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

資
格
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
協
会
の
公
認
資
格
で

す
。

〈
三
春
町
長
選
挙
・
三
春
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
９
月
13

日
（
日
）
投
票
〉

　

～
９
月
８
日
（
火
）
告
示
～

　

９
月
20
日
に
任
期
満
了
と
な
る

三
春
町
長
選
挙
お
よ
び
９
月
30
日

に
任
期
満
了
と
な
る
三
春
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
み
は
る
８
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
（
総
務
課
内
）

　

☎
62-

２
１
１
１

募　

集

35

スクエアステップのようす

暮
ら
し

▼ 
申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

広 告 欄



● 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

★ 

歴
史
講
話　
５
月
の
テ
ー
マ
「
三
春
馬
車
鉄
道
」

▼ 
日
時　
５
月
14
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り
（
月
に
１
回
第
２
木
曜
日
）

▼ 
会
費　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

▼ 
講
師　
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

▼ 

そ
の
他　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
予
約
申
し

　

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 「
三
春
馬
車
鉄
道
」
と
世
界
の
馬
車
鉄
道
の
写
真
展

　

三
春
が
世
界
に
つ
な
が
る
歴
史
の
一
端
に
、
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼ 

期
間　
５
月
３
日
（
日
）
ま
で

▼ 

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼ 

入
場
料　
無
料

※ 

場
所
は
、
い
ず
れ
も
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家 
☎
62-

５
８
０
０

広　
告　
欄

● 

小
学
生
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
開
催

　

三
春
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
小
学
生
の
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
精
神

と
協
調
性
を
養
い
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
小
学
生
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
６
日
（
土
）
～
７
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
（
毎
週
土
曜
日
全
６
回
）

▼ 

場
所　
夕
陽
ケ
丘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
田
村
西
部
工
業
団
地
内
）

▼ 

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
供
の
み
可
）
10
組
程
度

▼ 

参
加
費　
一
人
２
千
円
（
ボ
ー
ル
代
、
保
険
料
な
ど
）

▼ 

申
込
期
限　
５
月
15
日
（
金
）

▼ 

そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
。
運
動

　

の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
佐
久
間
和
守 

☎
62-

５
５
８
２

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷

金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

〈
布
ぞ
う
り
作
り
の
受
講
者

募
集
〉

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
本
年

度
も
布
ぞ
う
り
作
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
６
月
か
ら
11
月
ま
で
、

毎
月
第
１
金
曜
日
の
午
前
中
に
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
４
～
５
回
程
度

で
１
足
を
編
み
上
げ
ら
れ
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
受
講
者
数
が
限
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
毎
月
第
１
金
曜
日
（
第

　

１
回
目
は
６
月
５
日
）

　

午
前
９
時
～
お
昼
ご
ろ
ま
で

▼ 

費
用　
１
足
あ
た
り
５
０
０
円
程
度

▼ 

定
員　
10
名

▼ 

講
師　
資
料
館
友
の
会
わ
ら
ぞ

　

う
り
グ
ル
ー
プ

▼ 

そ
の
他　
今
年
度
は
第
１
回
目
に

　

準
備
物
の
説
明
な
ど
を
行
う
予
定

　

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

　

資
料
館
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
い
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
上

で
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間

　

５
月
11
日
（
月
）
～
18
日
（
月
）

（
土
日
を
除
く
）

　

期
間
中
に
申
込
が
な
か
っ
た
住

戸
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
込

受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

員
会
を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
27
年
６
月

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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● 

第
20
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

毎
年
恒
例
の
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
内
に
お

住
ま
い
の
方
お
よ
び
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
21
日
（
日
）
午
前
７
時
39
分
ス
タ
ー
ト

▼ 

場
所　
大
玉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼ 

参
加
費
／
親
睦
会
費　
３
、０
０
０
円
／
別
途
３
、０
０
０
円

※ 

午
後
６
時
か
ら
若
松
屋
旅
館
で
表
彰
式
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

▼ 

プ
レ
ー
費　
セ
ル
フ
９
、８
０
０
円
（
税
込
・
食
事
付
）

▼ 

競
技
方
法　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア 

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

▼ 

申
込
期
限　
５
月
22
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
郡
山
信
用
金
庫
三
春
支
店 

☎
62-

２
１
０
５

団地名／構造

駅南ヶ丘団地
（中耐4階建）

かつぎばし団地
（中耐3階建）

舞木団地
（簡耐2階建）

八雲団地
（中耐4階建）

所在地

八島台五丁目1番地の3

平沢字担橋91番地の5

下舞木字正神平181番地

小浜海道100番地

間取り

3DK

3LDK

3DK

3DK

駐車場

無

有

有

有

募集戸数

2戸

1戸

1戸

2戸

家賃（円）

14,500円
～28,600円
15,000円

～29,500円

18,900円
～37,000円

10,000円
～18,800円

11,600円
～22,900円

備考

1階（115号）

1階（101号）

1階（208号）

3-3号

1階（116号）
　  （117号）

建築年

S55年

S57年

S63年

S50年

S53年

▼ 

申
込
・
問　

 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

２
１
１
３

＜ 公 営 住 宅 ＞

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

＜ 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 ＞

団地名／構造・建築年

一本松34団地
（中耐4階建・H5年）

所在地

一本松34番地

間取り

3LDK

駐車場

有

募集戸数

1戸

家　賃（円）

50,000円
2階

305号

備考

● 

三
春
町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
増
進
の
た
め
、
室
内
で
誰
も
が
楽
し
く
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
で
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

活
動
日　
三
春
町
民
体
育
館
（
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
12
時
）

▼ 

活
動
内
容　
年
３
回
、
① 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
② 

審
判
講
習
会
、
③ 

ク
ラ

　

ブ
に
よ
る
親
善
大
会
や
、
県
・
市
町
村
に
よ
る
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
渡
辺
義
広 

☎
62-

３
６
２
３
、
吉
田
勝
子 

☎
62-

５
２
２
８

● 

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た

　

万
一
救
命
措
置
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
迅
速
か
つ
適
切
な
救
命
措

置
を
行
う
た
め
、
各
営
業
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま

し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
の
営
業
時
間
中
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。

▼ 

設
置
場
所　
東
邦
銀
行
三
春
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー（
三
春
町
字
中
町
２
）

▼ 

使
用
可
能
時
間
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
営
業
時
間
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
７
時
（
平
日
）、
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
土

　

曜
日
）、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
・
祝
日
）

▼ 
問　
東
邦
銀
行
三
春
支
店 

☎
62-

２
１
４
１

募　

集
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5月3日

4日
5日

6日
10日

17日
24日

31日

石塚医院
（ヤナイ調剤薬局）
大方病院
西山医院
（ふくだや薬局）

奥秋医院
橋本医院
（コスモ調剤薬局小野町店）
遠藤医院
三春病院
（ふくだや薬局）
秋元医院
（さとう薬局）

（日）

（月）

（火）

（水）

（日）

（日）

（日）

（日）

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

小野町
小野町
船引町
三春町
船引町
船引町
小野町
小野町
船引町
三春町
船引町
船引町
常葉町

☎72-2161
☎72-5912
☎82-1117
☎62-2473
☎86-2013
☎86-2034
☎72-3711
☎71-0305
☎85-2016
☎62-3131
☎86-2013
☎82-1514
☎77-2018

）

）

）

）

）

（

（

平日夜間　田 村 地 方 夜 間 診 療 所　☎81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
休日夜間　郡山市夜間急病センター　☎024-934-5656

平
成

2
7

年
5

月
１

日
発

行
毎

月
１

日
１

回
発

行
編

集
発

行
／

三
春

町
役

場
総

務
課

企
画

情
報

グ
ル

ー
プ

☎
0

2
4

7
-6

2
-2

1
1

1
（

代
）

℻
0

2
4

7
-6

1
-1

1
1

0
〒

9
6

3
-7

7
9

6
　

福
島

県
田

村
郡

三
春

町
字

大
町

１
-

２
e

ー
m

ail:m
iharum

g@
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp
広

報
み

は
る

2015.5
№

1026

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

◎ 育てよう　やさしい心と　自律心（渡辺椋介・三春中学校３年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 28 ページに掲載しています。5 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】5 月 19 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】5 月 19 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】５月 12・19・26 日（火）
　午前９時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】5 月 14 日（木）
　午後１時～３時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 17,098 人（-68）う
ち男性 8,325 人（-36）・女性 8,773 人（-32）／世帯数 5,546 世

帯人口・世帯数

６月 1 日（月）　固定資産税 第 1 期　軽自動車税 全期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年４月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
ださい。

※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：3 ～ 6・10・17・24・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147 マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休 休 休 休

休

休
24

31
30

１ ２

３ ９

10

８

16

17

15

22 23

27

７５

11

６

1412

18

13

2119 20

４

28

町営バス運休カレンダー（５月）

日 月 火 水 木 金 土

2925 26

歴史民俗資料館春の企画展（～6月7日・9時～16時30分）

平成27年度土地・家屋価格等帳簿の縦覧（～6月1日・8時30分～17時）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

総合集団けんしん（中町、北町・7時30分～9時受付・保健センター）

総合集団けんしん（大町、荒町・7時30分～9時受付・保健センター）

星を見る会(19時～21時・自然観察ステーション)

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団けんしん（八幡町・7時30分～9時受付・保健センター）

総合集団けんしん（新町・7時30分～9時受付・保健センター）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

スクエアステップ教室（13時30分・保健センター）

総合集団けんしん（下舞木3区、4区・7時30分～9時受付・岩江センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団けんしん（下舞木1区、2区・7時30分～9時受付・岩江センター）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

スクエアステップリーダー養成講座（午後・保健センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

総合集団けんしん（八島台・7時30分～9時受付・八島台集会所）

保健センター開放日（9時～15時30分）

星を見る会(19時～21時・自然観察ステーション)

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

19（火）

 

20（水） 

21（木） 

 

22（金）

 

23（土）

 

24（日）

25（月）

26（火） 

 

27（水） 

 

28（木） 

 

30（土） 

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）　

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

こころの健康相談会（9時30分・保健センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

乳がん検診（9時、10時、13時30分、14時30分いずれか集合・保健センター）

カブトムシの幼虫採集（10時～12時・自然観察ステーション）

理科クラブ（9時30分・中央児童館）

乳がん検診（9時、10時、13時30分、14時30分いずれか集合・保健センター）

乳がん検診（9時、10時、13時30分、14時30分いずれか集合・保健センター）

子宮頸がん・骨粗しょう症検診（岩江・9時～9時30分受付・岩江センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

スクエアステップリーダー養成講座（午前、午後・保健センター）

自然観察会（9時30分～16時30分・自然観察ステーション）

1（金）

2（土）

 

7（木）

8（金）

 

9（土）

10（日）

11（月）

12（火）

 

13（水）

 

14（木）

15（金）

 

16（土）

19（火）

 

27

38

38

30 38

30 30

27

30

29

30

30

31

30

30

30

30

27

30

27

30

27

38

29

30

27

27

30

27

27

27

32

30

35

38

30

30

27

30

30

32

29

35

30

29


